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彗

都会にはない心地よさの極み

　　～えちご妻有郷秘湯塾～

　3月14日（±）・15日（日）の両日「えちご妻有郷秘湯塾」が開

催され、首都圏からの参加者180人が妻有の雪と温泉を満喫

しました。この企画は、一昨年から越後妻有郷観光協議会

がJ　R東日本新潟支社とタイアップして開催しているもの

で、180人の内60人ほどが十日町市の「思いっきり雪遊びコ

ース」に参加しました。今回の参加者は30～40歳代のニュ

ーファミリーがほとんど。地元（ニツ屋）の人たちの指導

を受けながら、日中は雪だるまづくり、カンジキづくり、

そば打ち、モチつきなどを体験。夜は雪上キャンプファイ

ヤーを楽しむとともに、郷土料理や地酒を味わいました。
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◆一般会計一…184億3，300万円（△1．5％）

◆特別会計一一103億5，650万円（1．0％）

・国民健康保険

　　……一一一25億1，450万円（4．3％）

・簡易水道………7億3，910万円（△2．6％）

・下水道事業一一22億8，640万円（△8．2％）

・老人保健……一43億9，780万円（2．2％）

・農業集落排水事業

　　一・一一一一・4億1，870万円（43ユ％）

■総　額◎一・287億8，956万円（△0．6％）

◆水道事業会計

・収益的収入一一一一一一・・7億5，姐0万円

・　〃　支出一一一・一一一・7億㊨，¢驚⑧万留

・資本的収入・・一一・・一一一・一一欝，魏⑧万円

・　翔　支出一一一一一一・・2億駐，⑤20万田
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携
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。
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衛生費13億6，234（7．4％）

一農林水産業費7億71331（4．2％）

　　消防費6億3，羽4（3．4％）

暇難灘講謬

土木費
43億6，783
（23．7％）

県支出金11億9，614（

「
　繰入金5億5，626

　　rその他14億4
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　52億1，300
」（28．3％）
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生
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充
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と
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い
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す
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ッ
ト
ワ
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ク
の
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連
道
路
を
整
備
し
ま
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山
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、
新
光
寺
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の
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改
良
事
業
と
幸
町
小
黒
沢
線
の
歩
道
新
設
事

　
　
業
を
国
の
補
助
事
業
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

　
　
単
独
事
業
と
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て
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線
ほ
か
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線
の
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備
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行
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か
、
局
部
改
良
舗
装
事
業
、
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装
用
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の
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も
引
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続
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行
い
ま
す
。

　
　
　
総
合
公
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・
緑
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の
整
備

十
日
町
市
道
路
網
計
画
策
定

　
地
域
高
規
格
道
路
（
上
越
・
魚
沼
地
域
振

興
快
速
道
路
）
の
十
日
町
・
六
日
町
間
が
、

昨
年
9
月
に
整
備
区
間
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

10

年
度
か
ら
は
工
事
着
工
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
地
域
生
活
圏
に
お
け
る
道

路
交
通
の
問
題
点
・
改
善
点
を
洗
い
出
し
、

道
路
網
の
将
来
像
を
描
く
「
十
日
町
市
道
路

網
整
備
計
画
」
を
十
日
町
土
木
事
務
所
と
一

体
と
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っ
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定
し
ま
す
。
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、

①
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格
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対
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②
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町
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圏
域
砂
一
体
化
③
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光
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業
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の
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援
④
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に
強
い
地
域
づ
く
り
⑤
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市

街
地
の
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市
機
能
強
化
の
支
援
の
観
点
か
ら

検
討
・
策
定
さ
れ
ま
す
。
完
了
は
1
0
年
度
末

の
予
定
で
、
今
後
国
・
県
・
市
道
の
道
路
計

　
お
年
寄
り
の
語
ら
い
、
子
供
た
ち
の
遊
び

場
に
と
、
今
年
も
公
園
・
緑
地
の
整
備
に
力

を
入
れ
ま
す
。

　
総
合
公
園
は
、
テ

ニ
ス
関
連
の
施
設
が
ほ

ぼ
完
了
し
た
の
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
周
辺
の

整
備
、
給
水
工
事
、
下
水
道
工
事
を
完
了
さ

せ
、
利
用
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の
利
便
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図
り
ま
す
。

　
緑
道
に
つ
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て
は
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続
き
下
島
に
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か
っ
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整
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も
早
い
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目
指
し
ま
す
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駅
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土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
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き
続
き

仮
換
地
指
定
を
行
い
、
道
路
築
造
や
家
屋
の

移
転
な
ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
1
0
年
度
中

に
全
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
換

地
（
案
）
を
説
明
し
、
順
次
仮
換
地
指
定
を

進
め
て
行
く
予
定
で
す
。

　
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
知
事
か

ら
事
業
認
可
を
受
け
た
後
、
個
々
の
所
有
地

の
換
地
の
位
置
を
定
め
る
換
地
計
画
の
作
業

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の

代
表
で
あ
る
土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
委
員

を
選
出
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
を

順
調
に
進
め
、
仮
換
地
の
指
定
や
区
画
道
路

の
工
事
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

足
腰
の
強
い

　
　
　
　
　
農
業
を
目
指
し
て

　
「
新
し
い
米
政
策
大
綱
」
に
よ
る
緊
急
生

産
調
整
の
実
施
な
ど
、
農
業
情
勢
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な

環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
る
足
腰
の
強
い
農

業
基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
な

転
作
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産
コ
ス
ト

を
縮
減
す
る
た
め
病
害
虫
防
除
に
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

　
農
業
・
農
村
の
生
産
・
生
活
基
盤
を
整
備

す
る
た
め
、
ほ
場
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
農

村
総
合
整
備
事
業
、
団
体
営
等
農
道
・
林
道

整
備
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
の
農
業
基
盤
づ
く
り
や

環
境
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

灘
灘

　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　難　　　　　　　聾
　　　　　腰
　　　　　露灘
　　　朧職騒

灘葺
翼
事
業
の
概
繋
蘭

灘
縫

・
㊨
道
路
網
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
∩
》

・
㈱
都
市
計
画
図
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
6
∠
　
　
0
0
n
》

・
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
6
億
6
、
3
7
0

・
㊨
ま
ち
づ
く
り
特
別
基
金
活
用

事
業
　
　
　
　
　
　
　
6
5
6

・
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
2
億
2
、
4
8
5

・
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
　
1
億
1
、
3
0
4

・
十
日
町
市
総
合
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
O
　
　
【
」
∩
∠
3

・
十
日
町
市
緑
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
　
　
7
Q
》
∩
∪

・
㈱
市
町
村
森
林
整
備
推
進
体
制

整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
3
2

・
㈱
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
Q
」
4
∩
∠

・
中
山
間
地
域
活
性
化
総
合
対
策

事
業
　
　
　
　
　
　
1
、
4
4
5

・
中
山
間
地
域
活
性
化
基
盤
総
合

整
備
事
業
　
　
　
　
　
9
0
0

・
農
村
総
合
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
1
億
1
5
0

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
『
D
　
∩
∠
4
凸
∠

・
団
体
営
農
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
」
　
∩
∠
4
0
0

・
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業

負
担
金
　
　
　
　
　
1
、
7
2
5

4
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ほ
場
整
備
が
完
了
し
た
地
域
か
ら
構
造
改

善
事
業
で
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
各
種
共

同
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
通
年
営
農
、
複
合
経
営
へ
の
取
り
組

み
な
ど
、
農
業
法
人
や
生
産
組
織
、
担
い
手

な
ど
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

女
性
政
策
担
当
職
員
を
配
置

　
産
業
を
振
興
し
、
若
者
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
業
界
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
、
地
場
産

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
従
来
か
ら
あ
る
各
種
貸
付
金
制
度
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
低
迷
す
る
地
場
中
小
企
業

に
対
す
る
振
興
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
設
な
ど
中
心
商
店
街
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　
雇
用
面
に
お
い
て
は
、
U
タ
ー
ン
登
録
の

推
進
な
ど
に
よ
り
人
材
確
保
を
行
う
と
と
も

に
、
行
政
に
専
任
の
女
性
政
策
担
当
職
員
を

配
置
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

教
藏
．
驚
『

水
沢
小
学
校
校
舎
を
改
築

　
老
朽
化
し
、
雨
漏
り
な
ど
が
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
水
沢
小
北
校
舎
の
改
築
を
行
い
ま
す
。

　
活
力
あ
る
小
中
学
校
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
の
課
題
に
沿
っ
た
内
容
で
「
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
推
進
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
対
応
す
る
た
め
、

登
校
拒
否
児
童
・
生
徒
対
策
事
業
と
し
て
、

教
育
相
談
・
集
団
生
活
へ
の
適
応
指
導
や
訪

問
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
O
1
1
5
7
対
策
と
し
て
施
設
・

設
備
の
改
善
な
ど
を
行
い
ま
す
。

待
望
の
情
報
館
は

　
　
1
1
年
秋
に
開
館
し
ま
す

　
情
報
館
は
昨
年
秋
に
本
格
着
工
し
、
工
事

　
　
繍
一

擁
癩
籔
霧
熱
き
担
㎜
麟
鯛
繊
馨
∞
∞
嚢
・
』

　
　
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
初

　
　
n
年
度
に
計
画
し
て
い
た
外
構
工
事
も
含
め

　
　
て
、
1
1
年
3
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
そ

　
　
の
後
図
書
の
整
理
や
職
員
研
修
な
ど
を
行
い
、

　
　
n
年
秋
に
は
開
館
し
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
今
年
は
「
新
し
い
形
の
図
書
館
」

　
　
ど
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

　
　
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
ま
す
。
図

　
　
書
の
収
集
・
整
理
に
つ
い
て
今
ま
で
ど
お
り

　
　
計
画
的
に
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
C

　
　
D
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
音
声
映
像
資
料
の
購
入

　
　
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

　
　
総
合
体
育
館
の

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
面
改
修

　
　
　
市
民
の
健
康
と
体
力
の
増
進
を
図
る
た
め
、

　
　
新
規
に
「
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
推
進
事
業
」
で
、

　
　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
全
面
改

　
　
修
し
、
常
駐
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
配
置

　
　
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
4
年
に
一
度
の
市

　
　
民
体
育
大
会
（
9
月
6
日
）
の
年
で
す
。

　
　
　
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
1
0

　
　
年
度
4
年
目
を
迎
え
、
引
き
続
き
「
石
彫
シ

　
　
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
青
年
学
級
が
今
年
5
0
周
年
を
迎
え
、

　
　
1
0
月
に
は
記
念
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
さ
ら
に
、
「
火
焔
土
器
」
の
国
宝
指
定
に
向

　
　
け
て
進
め
ら
れ
て
き
た
「
笹
山
遺
跡
発
掘
調

　
　
査
報
告
書
作
成
事
業
」
が
今
秋
に
は
完
了
す

　
　
る
予
定
で
す
。

鑛
騨
．
、
謙

・
林
道
開
設
・
舗
装
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
0
0
0
0
4

・
欝
地
場
産
業
経
済
変
動
特
別
対

策
資
金
　
　
　
1
億
5
、
0
0
0

．
産
業
育
成
資
金
ほ
か
各
種
貸
付

事
業
　
　
　
　
8
億
8
、
5
3
6

・
各
種
運
営
費
補
助

　
　
　
　
　
　
1
億
3
、
7
2
2

・
㊨
女
性
政
策
事
業
　
　
　
4
0

・
欝
商
店
街
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
↓
6

・
ア
ー
ケ
ー
ド
改
築
工
事
補
助
事

業
　
　
　
　
　
　
　
5
、
8
6
3

．
高
等
教
育
機
関
設
立
・
誘
致
事

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
0

・
市
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
1
↓
4
∩
》

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
運
動
推
進
事

　
業
　
　
　
　
　
　
　
1
、
8
3
8

・
登
校
拒
否
児
童
生
徒
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
∪
0
∩
U

・
欝
十
日
町
青
年
学
級
開
設
5
0
周

年
記
念
事
業
　
　
　
　
　
3
0

・
欝
第
1
6
回
市
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
U
∩
∠
【
」

・
欝
健
康
体
力
増
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
う
0
0
0
Ω
∪

・
麹
水
沢
小
学
校
校
舎
建
設
工
事

ほ
か
　
　
　
1
億
6
、
3
5
0

・
鯵
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
↓
　
可
⊥
【
」
【
」

・
O
－
1
5
7
対
策
事
業
4
0
8

．
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
建
設

事
業
　
　
　
　
H
億
6
、
3
7
1

・
ア
ー
ト
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
　
　
　
　
　
　
　
8
0
0
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ロ
…

雛
羅
難
議
鎌
・
蓬
設
課
欝
無
撒
遙
課
・
鰭
鐵
綴
難
幾
鎖
繊
馨
難

清
潔
で
美
し
い

　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
目
指
し
て

　
昨
年
4
月
、
「
十
日
町
市
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条

例
制
定
を
契
機
に
、
今
年
も
空
き
缶
な
ど
の

「
ポ
イ
捨
て
」
が
な
い
清
潔
な
ま
ち
を
目
指

し
て
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

春
と
秋
に
行
う
市
民
参
加
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

な
ど
で
す
。

　
ま
た
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
よ
り
一
層
進

め
る
た
め
、
4
月
か
ら
生
ご
み
処
理
容
器
購

入
補
助
金
の
一
部
増
額
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
3
月
に
設
立
し
た
十
日
町
市
防

犯
協
会
を
中
心
に
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
流
雪
溝
の
整
備
は
、
昨
年
か
ら
第
1
・
2

ゾ
ー
ン
（
山
本
・
高
山
地
区
）
に
着
手
し
、

早
期
の
全
体
供
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
－
本

町
西
線
の
流
雪
溝
整
備
は
、
高
田
町
3
丁
目

西
で
延
長
3
5
0
m
を
施
工
し
、
1
1
年
度
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
新
規
事
業
と

し
て
「
道
路
除
雪
雪
押
し
出
し
場
確
保
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
住
宅
の
面
で
は
雪
下
ろ
し
か
ら
の
解
放
を

目
標
に
、
，
引
き
続
き
融
雪
式
住
宅
や
耐
雪
式

住
宅
に
補
助
し
た
り
、
融
資
を
行
っ
た
り
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
雪
・
水
問
題
の
啓
発
活
動
と
し

て
例
年
行
っ
て
い
る
「
ス
ノ
ー
＆
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
今
年
も
開
催
す
る

予
定
で
す
。

水
沢
南
部
地
区

　
　
簡
易
水
道
建
設
に
着
手

　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
上
で
、
上
下

水
道
の
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
3
か
年
計
画
で
水
沢
南

部
地
区
簡
易
水
道
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

　
下
水
道
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て

新
座
・
大
井
田
処
理
分
区
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
で
水
沢
南
部
処
理
分
区
の

管
渠
布
設
を
、
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
鐙

島
地
区
の
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
種

諄下
水
道
事
業
が
該
当
し
な
い
地
区
に
は
、
市

単
独
補
助
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
行

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
、

纏
議
纏
鞭

増
え
続
け
る
が
ん
予
防
に

　
　
　
　
モ
デ
ル
地
区
を
設
定

　
今
年
も
日
本
一
の
健
康
都
市
を
目
指
し
て

保
健
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
増
え

続
け
て
い
る
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
、
下
条

地
区
を
モ
デ
ル
に
3
か
年
継
続
で
「
胃
が
ん

予
防
講
演
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
健
康
教

育
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
条
病
院
精
神
科
病
棟

の
経
営
は
看
護
基
準
や
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
見

直
し
を
は
じ
め
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
累
積
赤
字
が
大
き
く
経
営
を
圧
迫

し
、
限
界
を
越
え
た
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
．
課
嬢
獲
畿
豫
馨
繊

そ
こ
で
、
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
精
神
科
病

棟
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
広
域
市
町
村
で
財

政
援
助
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
病
弱
な
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆

性
老
人
な
ど
に
看
護
、
介
護
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、

中
条
病
院
の
隣
に
老
人
保
健
施
設
を
建
設
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
で
も
こ
の
施
設
に

財
政
援
助
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
導
入
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
備
を
開
始

　
平
成
1
2
年
度
に
開
始
さ
れ
る
介
護
保
険
制

度
の
準
備
と
し
て
、
二
ー
ズ
調
査
や
事
業
計

・
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
推
進

事
業
　
　
　
　
　
　
　
3
2
9

・
克
雪
住
宅
づ
く
り
促
進
事
業

　
（
補
助
・
融
資
）

　
　
　
　
　
　
4
億
2
、
4
0
2

・
働
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
7
5

・
簡
易
水
道
新
設
事
業
（
水
沢
南

部
ほ
か
）
　
　
　
3
億
7
1
3

・
公
共
下
水
道
事
業
（
新
座
・
大

井
田
）
　
　
　
　
7
億
2
8
3

・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
3
億
8
、
9
0
3

・
農
業
集
落
排
水
事
業
（
鐙
島
地

区
）
　
　
　
3
億
4
、
7
9
1

・
㊨
道
路
除
雪
雪
押
し
出
し
場
確

保
事
業
補
助
　
　
　
　
7
2
2

・
ス
ノ
ー
ト
ピ
ア
道
路
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
8
∩
V
∩
∪

・
本
町
西
線
流
雪
溝
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
5
∩
》
0

・
日
本
｝
の
健
康
都
市
づ
く
り
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
0

・
轡
中
条
病
院
精
神
病
棟
運
営
費

補
助
事
業
　
　
　
　
1
、
5
4
9

・
⑭
つ
ま
り
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

運
営
事
業
（
E
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
∩
∠
　
　
0
「
⊥
0

・
㈱
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
／
だ
O

・
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
　
　
　
　
　
　
4
、
”
3
0
9

・
老
人
短
期
入
所
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
∪
　
ρ
0
1
↓
O
O

・
三
好
園
・
つ
ま
り
の
里
デ
イ
サ
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画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
で
は
、
在
宅
で
の
要
介
護
者

の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
3
本
柱

を
主
体
に
従
来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
事
業
で
、
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
改

造
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
民
間
施

設
に
も
障
害
者
や
高
齢
者
が
容
易
に
利
用
で

き
る
施
設
整
備
を
指
導
し
、
既
存
の
建
物
に

つ
い
て
も
改
善
の
お
願
い
を
し
ま
す
。

学
童
保
育
を
充
実
し
ま
す

　
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
少
子
化
の
進
む
中
、

子
育
て
の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

従
来
か
ら
の
乳
児
・
未
満
児
・
障
害
児
な
ど

の
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
保
護
者
の
緊
急

時
に
対
応
す
る
一
時
保
育
や
、
小
学
校
3
年

生
ま
で
の
学
童
を
対
象
に
し
た
放
課
後
児
童

保
育
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

覇
　
　
磯

鷲
鑓
鐵
灘
叢
鎌
・
簾
題
観
雛
課
・
製
鍵
ー
獲
鑛
馨
嚢
撚
糧
難
纏
馨
議
・

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

　
開
業
後
－
年
半
が
経
過
し
た
「
当
問
高
原

リ
ゾ
ー
ト
」
地
内
に
、
体
験
交
流
施
設
と
し

て
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
型
宿
泊
施
設
整

備
事
業
」
を
導
入
し
、
セ
ン
タ
ー
棟
の
建
設

を
行
い
ま
す
。

　
「
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
、
「
ほ
く
ほ
く
線
」

な
ど
の
開
業
に
よ
り
、
市
外
か
ら
の
流
入
人

口
は
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
観
光
面
で
は

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
的
な
観
光

案
内
看
板
の
設
置
、
昨
年
か
ら
開
始
し
た
定

期
観
光
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
継
続
し
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
雪
ま
つ
り
が
5
0
周

年
を
迎
え
る
た
め
、
委
託
料
の
増
額
を
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
な

ど
広
域
的
組
織
に
よ
る
観
光
ル
ー
ト
の
商
品

化
、
新
た
な
観
光
資
源
や
特
産
品
の
開
発
な

ど
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
は
「
市
」
で
栄
え
た
ま

ち
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
深
め
る
「
市
の

ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
」
を
十
日
町
市
の
十
に
こ
だ

わ
っ
た
1
0
月
1
0
日
に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

岡
山
県
山
手
村
と
中
条
地
区
と
の
交
流
な
ど

に
も
補
助
し
ま
す
。

妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

整
備
構
想
を
推
進
し
ま
す

　
十
日
町
地
域
広
域
圏
の
市
町
村
が
連
携

し
、
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め

に
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」

を
推
進
し
ま
す
。

欝
麟
蝋　

今
年
2
月
か
ら
市
民
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
「
越
後
妻
有
8
万

人
の
ス
テ
キ
発
見
」
（
仮
称
）
で
は
、
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
方
式
に
よ
り
、
地
域
の
ス
テ
キ
を

発
見
し
、
そ
れ
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
地
域
の
財
産
目
録
と
し
て
残
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
テ
キ
発
見
と
同
時
に
美
し
い
妻
有
の

里
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
花
の
道
」
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
広
域
連
携
、
住
民

参
加
で
進
め
ら
れ
る
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
構
想
」
を
、
具
体
的
に
よ
り
多

く
の
方
々
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ

か
け
と
な
る
も
の
で
す
。

羅

ー
ビ
ス
運
営
事
業
（
B
・
E
型
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
Q
》
　
4
5
5

・
平
成
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事

業
（
C
型
）
　
　
3
、
2
7
0

・
醗
老
人
保
健
施
設
建
設
補
助
事

業
　
　
　
　
　
　
　
2
、
6
2
6

・
㈱
児
童
遊
園
整
備
事
業
1
0
0

・
障
害
者
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
7
0
∩
∪

・
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
整
備
事

業
　
　
　
　
　
　
　
2
、
1
9
5

．
第
5
0
回
雪
ま
つ
り
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
0
∩
∪
0

・
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
0

・
観
光
協
会
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
　
　
Ω
り
0
0

・
あ
て
ま
フ
ォ
⊥
フ
ム
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
」
0
0

・
㈱
行
政
情
報
（
事
務
総
合
シ
ス

　
テ
ム
）
化
事
業
　
　
　
9
8
9

・
㈱
ル
チ
ア
公
開
展
示
・
除
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
↓
つ
」
【
0

・
鯵
市
の
ま
ち
サ
ミ
ッ
ト
開
催
事

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7
0

・
東
京
事
務
所
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
り
⊥
　
　
1
0
「
1

・
㈱
観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
（
大
池
周
辺
）
　
　
　
　
8
5

・
鯵
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
型
宿

泊
施
設
整
備
事
業
7
、
7
7
9

・
観
光
案
内
看
板
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
⊥
0
0
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声
を
聴
き
考
え
を
伝
え
あ
っ
た

　
　
　
　
『
面
民
セ
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
駄

美
偉
趨
難
購
裟
明
席
　
出

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

主
要
地
方
道
十
日
町
・
六
日
町
線
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

　
こ
の
地
方
道
は
菅
沼
橋
か
ら
4
㎞

が
狭
く
、
冬
期
間
は
雪
崩
の
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
早
期
に
改
良
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
高
規
格
道
路
六

日
町
・
十
日
町
間
が
通
る
こ
と
に
合

田
』

　
今
年
で
4
回
目
と
な
っ
た
「
市
民
と
語
る
日
」
が
市
内
佃
会
場
で

開
催
さ
れ
、
延
べ
6
7
8
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
地
区

か
ら
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
数
多
く
の
提
案
や
要
望
が
出
さ
れ
、

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

わ
せ
て
、
美
佐
島
か
ら
国
道
2
5
3

号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
市
の
考
え
〉

　
こ
れ
ま
で
鉢
で
県
道
整
備
を
し
て

き
た
の
で
す
が
、
今
年
度
で
終
了
し

ま
す
。
そ
こ
で
次
に
事
業
を
美
佐
島

で
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
毎
年
数
千
万
円
程
度
の

予
算
が
付
く
は
ず
で
す
。
ま
た
用
地

買
収
で
つ
ま
ず
く
と
先
に
進
み
ま
せ

ん
の
で
地
元
の
協
力
も
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
事
業
の
決
め
手
に
な
っ
た

の
が
地
元
で
力
を
入
れ
て
い
る
赤
倉

神
楽
で
す
。
一
生
懸
命
交
流
を
進
め

て
い
る
中
で
、
交
流
の
た
め
の
道
路

と
い
う
こ
と
で
採
択
順
位
が
高
ま
り

ま
し
た
。

　
2
5
3
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は

菅
沼
～
落
之
水
経
由
で
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
高
規
格
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、
八
箇
の
2

5
3
号
と
交
差
す
る
付
近
、
土
市
の

1
1
7
号
と
交
差
す
る
付
近
、
県
道

小
千
谷
十
日
町
津
南
線
と
交
差
す
る

高
島
付
近
の
3
箇
所
に
設
置
し
て
ほ

し
い
と
建
設
省
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

江
道
・
猿
倉
地
区
の
公
共
下
水
道
の

早
期
着
工
に
つ
い
て

　
先
般
、
市
長
か
ら
平
成
1
3
年
度
か

ら
の
第
9
次
下
水
道
整
備
5
か
年
計

画
に
お
い
て
中
条
地
区
の
下
水
道
事

業
着
工
に
合
わ
せ
て
江
道
猿
倉
地
区

で
も
下
水
道
工
事
を
検
討
し
た
い
と

い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元

で
は
積
立
も
や
っ
て
い
ま
す
の
で
な

に
と
ぞ
早
急
に
整
備
を
お
願
い
し
ま

す
。〈
市
の
考
え
〉

　
1
3
年
ま
で
に
新
座
・
大
井
田
地
区

の
整
備
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
後
中
条
地
区
と
一
緒
に
事
業
を

行
い
ま
す
。
い
ず
れ
受
益
者
負
担
金

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9月3日
出席者83人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

健
や
か
で
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
福

祉
社
会
づ
く
り

　
下
条
地
域
に
シ
ル
バ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
ま

す
。
検
討
に
あ
た
り
市
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
下
条
の
保
育
所

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
保
育
施
設
も

取
り
入
れ
た
ゾ
ー
ン
の
組
み
立
て
が

で
き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
少
子
化
や
女
性
の
社
会
進
出
が
進

み
、
子
育
て
で
き
る
時
間
帯
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
の
保
育

所
の
制
度
の
中
に
土
・
日
や
時
間
延

長
と
い
う
特
別
枠
を
設
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
保
育
所
と
ケ
ア
ハ
ウ

ス
を
一
緒
に
し
て
設
置
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

〈
市
の
考
え
〉

　
シ
ル
バ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
食
事
付

き
の
高
齢
者
住
宅
で
す
。
近
隣
の
津

南
町
に
も
温
泉
付
き
の
5
0
室
の
リ
バ

ー
サ
イ
ド
み
さ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
6
億
5
千
万
円
の
事
業
費
で
す
。

六
日
町
に
も
3
0
人
規
模
で
5
億
4
千

万
円
を
か
け
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
で
き
ま

し
た
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
に
は
国

の
補
助
事
業
が
あ
り
ま
す
。
国
が
5
0

％
、
県
が
2
5
％
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
運
営
補
助
も
あ
り
ま
す
。
今

回
の
提
案
は
、
保
育
園
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
大

変
結
構
な
の
で
す
が
、
や
は
り
補
助

制
度
に
乗
っ
て
設
立
す
る
に
は
そ
れ

ぞ
れ
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
実

際
に
皆
さ
ん
が
仕
事
を
進
め
て
い
く

段
階
で
、
市
も
相
談
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

ふ
れ
あ
い
が
お
り
な
す
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り

　
昨
年
に
続
き
「
み
よ
し
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
構
想
」
を
提
案
し
ま
す
。
昨

年
1
0
月
に
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
が
開

業
し
ま
し
た
。
こ
の
開
発
の
企
画
段

階
か
ら
「
リ
ゾ
ー
ト
と
市
内
各
地
区

が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
な
が
ら
新
し

い
交
流
の
場
所
を
設
定
す
る
の
か
」

と
い
う
話
が
あ
り
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
計
画
す
べ
て
を
直
ち
に
認
め
て

く
だ
さ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
順

次
企
画
を
実
現
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
し
て
皆
さ
ん
が
有
効
に
利
用
で
き

る
公
園
づ
く
り
を
市
の
負
担
の
少
な

い
方
法
で
進
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
も
バ
ブ
ル

崩
壊
の
影
響
に
よ
り
予
定
地
内
の
活

用
状
況
は
半
分
に
満
た
な
い
状
況
で

す
。
下
条
地
区
の
開
発
は
今
後
1
0
年

間
の
基
本
計
画
に
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
順
次
や

っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
長
い
期
問
を

か
け
て
計
画
を
詰
め
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
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9月5日
出席者52人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

交
流
人
ロ
の
増
加
に
つ
い
て

　
岡
山
県
山
手
村
と
中
条
は
こ
れ
ま

で
相
互
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
山

手
村
の
皆
さ
ん
を
地
区
で
き
ち
ん
と

受
け
入
れ
る
の
で
、
山
手
村
を
訪
問

す
る
時
に
は
、
社
会
教
育
と
位
置
付

け
て
市
で
予
算
化
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
4
時
問
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー

ス
は
昭
和
6
0
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
が
費
用
・
人
員
と
も
に
地
区
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

対
応
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
山
手
村
と
の
交
流
は
ぜ
ひ
と
も
進

め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
予
算
化
に
つ
い
て
は
考
え
方
が

固
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な

形
で
支
援
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

時
間
を
く
だ
さ
い
。

　
4
時
間
ト
ラ
イ
ア
ル
の
ほ
か
、
市

内
に
は
新
春
マ
ラ
ソ
ン
や
サ
ッ
カ
ー

カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま

す
。
運
営
等
は
大
変
で
し
ょ
う
が
地

域
や
関
係
者
の
パ
ワ
ー
で
実
施
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
支
援

策
は
す
べ
て
の
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
を

含
め
研
究
し
ま
す
。
地
区
か
ら
も
具

体
策
を
提
言
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

福
祉
基
盤
づ
く
り
（
中
条
病
院
と
地

区
福
祉
会
）
に
つ
い
て

　
中
条
病
院
の
精
神
科
の
存
続
と
老

健
施
設
の
設
置
が
事
業
計
画
ど
お
り

に
進
む
よ
う
市
か
ら
も
強
く
働
き
か

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
中
条
で
は
地

区
福
祉
会
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
継
続
・
拡
大
す
る

に
は
自
主
財
源
が
必
要
で
す
。
良
い

方
法
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
精
神
科
存
続
を
広
域
6
市
町
村
で

県
と
連
携
し
な
が
ら
厚
生
連
本
部
に

訴
え
て
き
て
い
ま
す
。
老
健
施
設
は

10

～
1
1
年
度
に
1
0
0
床
規
模
を
建

設
予
定
で
す
。
当
地
区
福
祉
会
は
市

内
の
模
範
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
行
政
と
地
区
福
祉
会
が
相
互
に

連
携
し
て
財
源
確
保
を
模
索
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
醗
継
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
日
7

叢
蘭
麺
騰
，
肋
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

樽
沢
地
内
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

　
国
道
2
5
3
号
の
吉
田
ト
ン
ネ
ル

が
貫
通
し
1
2
年
に
は
開
通
の
見
通
し

で
す
。
当
地
区
で
は
浅
河
原
調
整
池

付
近
の
道
路
幅
員
が
狭
く
曲
が
っ
て

い
て
危
険
で
す
。
残
工
事
に
加
え
、

樽
沢
地
内
の
取
付
道
路
も
早
期
開
通

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
国
道
2
5
3
号
の
工
事
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
樽
沢
の
取
付
部
分

も
法
線
を
変
え
て
改
良
す
る
予
定
で

現
在
県
と
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。

延
長
3
0
0
m
で
事
業
費
約
2
億

円
、
来
年
度
か
ら
地
権
者
と
の
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。
地
権
者
の
方
々

か
ら
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

高
規
格
道
路
十
日
町
西
イ
ン
タ
ー
設

置
に
つ
い
て

　
高
規
格
道
路
で
は
八
箇
イ
ン
タ
ー

の
利
便
性
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、

西
イ
ン
タ
ー
整
備
が
お
ろ
そ
か
に
な

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
の
考
え
〉

　
西
イ
ン
タ
ー
整
備
を
お
ろ
そ
か
に

は
し
ま
せ
ん
。
技
術
的
に
難
し
い
と

い
う
県
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
市

は
引
き
続
き
川
西
町
・
中
里
村
と
と

も
に
建
設
を
働
き
か
け
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
③
〉

広
域
火
葬
場
建
設
予
定
地
に
つ
い
て

　
火
葬
場
建
設
に
関
す
る
現
在
の
状

況
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

地
区
の
イ
メ
ー
ジ
が
暗
く
な
ら
な
い

よ
う
各
種
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
の
考
え
〉

　
火
葬
場
の
再
編
を
川
西
・
松
代
と

一
緒
に
行
い
ま
す
。
予
定
地
は
名
ケ

山
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
を
旧
国
道
に
若

干
入
っ
た
所
で
す
。
現
在
地
主
と
用

地
交
渉
中
で
、
1
1
年
度
着
工
、
1
2
年

度
に
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
様
々

な
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
用
地
取
得

後
に
地
元
と
十
分
協
議
し
ま
す
。

川
瀦
滋
灘

　9月18日
出席者130人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

国
道
1
1
7
号
川
治
・
山
本
地
区
拡

幅
改
良
（
歩
道
設
置
）
に
つ
い
て

　
国
道
1
1
7
号
川
治
・
山
本
地
区

拡
幅
改
良
（
歩
道
設
置
）
を
お
願
い

し
ま
す
。
高
規
格
道
路
の
八
箇
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
す
れ
ば
ア
ク
セ
ス
道
路

も
必
要
に
な
り
ま
す
。
高
規
格
道
路

の
開
通
と
同
時
に
1
1
7
号
の
重
要

性
も
増
し
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
に

す
る
に
せ
よ
ア
ク
セ
ス
道
路
に
す
る

に
せ
よ
、
で
き
れ
ば
6
年
以
内
に
改

良
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
の
考
え
〉

　
道
路
に
は
全
体
計
画
が
あ
り
、
国

道
1
1
7
号
に
は
将
来
的
に
、
長
野

と
小
千
谷
の
間
を
高
規
格
道
路
で
結

ぶ
と
い
う
構
想
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
現
道
は
通
ら
な
い
で
ト
ン
ネ

ル
や
信
濃
川
沿
い
を
通
る
バ
イ
パ
ス

的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
当
面
1
1

7
号
に
つ
い
て
は
1
次
改
良
が
終
わ

っ
て
い
る
た
め
道
路
改
良
予
算
で
は

改
修
で
き
ま
せ
ん
。
残
る
方
法
と
し

て
は
高
田
町
で
拡
幅
し
て
い
る
よ
う

な
都
市
計
画
道
路
と
い
う
や
り
方
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
幅
員

は
1
1
m
で
し
た
が
、
今
度
の
都
市
計

画
道
路
で
は
幅
員
が
1
8
m
に
広
が
り

ま
す
。
着
手
時
期
も
高
田
町
が
終
わ

っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
高
規
格
道
路
の
イ
ン
タ
ー
の
場
所

が
決
ま
る
と
1
1
7
号
の
バ
イ
パ
ス

的
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
、
高
山

太
子
堂
線
の
延
長
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
高
山
太
子
堂
線
の
延
長

を
建
設
省
直
轄
で
や
っ
て
も
ら
お
う

と
模
索
し
て
い
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

農
業
用
堤
の
改
修
と
台
地
の
開
発
に

つ
い
て

　
川
治
に
あ
る
4
つ
の
農
業
用
堤
が

古
く
な
り
補
修
が
必
要
な
状
況
で
す
。

地
元
で
も
大
変
困
っ
て
い
る
の
で
、

当
初
の
目
的
通
り
に
使
え
る
よ
う
改

修
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
域
住
民

が
夢
を
持
て
る
よ
う
に
川
治
原
の
台

地
を
開
発
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
た
め
池
の
漏
水
補
修
に
は
相
当
な

事
業
費
が
か
か
り
ま
す
。
全
額
補
助

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で

20

％
程
度
の
地
元
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
今
後
も
地
元
と
一
緒
に
対
応
を

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
川
治
原
の
台
地
に
つ
い
て
、
市
の

土
地
利
用
計
画
は
農
地
と
し
て
保
全

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
間
高
原
で
も
当
初
計
画
範
囲
の
約

6
割
の
土
地
が
未
着
手
に
な
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
土
地
利
用
の
観
点
か

ら
ま
ず
取
得
し
た
場
所
を
優
先
し
て

利
用
し
て
い
き
ま
す
。
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￥
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
2

太
辮
田
雛
麟
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

福
祉
社
会
づ
く
り
は
い
か
に
あ
る
べ

き
か
　
高
齢
者
の
一
人
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
雪
下
し
を
市
で
行
っ
た
り
助

成
金
を
支
給
す
る
な
ど
総
合
的
支
援

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
老
人
福
祉
は

も
っ
と
老
人
の
立
場
を
配
慮
し
て
、

身
近
な
会
場
を
使
う
べ
き
で
す
。
ま

た
地
区
福
祉
会
の
設
立
や
福
祉
協
力

員
の
活
動
を
地
域
の
人
が
よ
く
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
福
祉
の
便
利
帳
」

を
作
成
す
る
な
ど
分
か
り
や
す
い
方

法
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
な
お
一
層
お
年
寄
り
の
立
場
に
配

慮
し
、
地
域
施
設
の
活
用
を
図
り
ま

す
。
ま
た
雪
下
し
は
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
か
ら
や
っ
て
も
ら
う
の
が
基

本
で
す
。
市
内
に
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
登
録
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
現
状
で
は
大
雪
の
時
の
人
手

確
保
が
大
変
な
状
況
で
す
。
「
福
祉
の

便
利
帳
」
に
つ
い
て
は
広
報
担
当
と

早
急
に
検
討
し
、
分
か
り
や
す
い
福

祉
行
政
に
努
め
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

快
適
な
環
境
づ
く
り
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か

　
国
道
1
1
7
号
の
尾
崎
～
太
子
堂

間
に
歩
道
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
除
雪
作
業
で
固
い

雪
を
玄
関
先
に
残
し
て
い
き
ま
す
。

除
雪
の
方
法
を
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
都
市
計
画
道
路
の
早
期
着
工
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
市
の
考
え
〉

　
国
道
整
備
は
土
木
事
務
所
が
行
っ

て
い
ま
す
。
県
に
整
備
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
現
在
下
条
中
央
通
り
を

手
掛
け
て
お
り
、
す
ぐ
に
む
か
え
る

見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
四
日
町
新

田
1
号
線
は
1
1
7
号
か
ら
神
宮
寺

ま
で
が
整
備
済
み
で
す
。
そ
れ
以
外

は
昭
和
町
の
整
備
後
に
な
り
ま
す
。

四
日
町
6
号
線
は
家
屋
連
た
ん
地
で

あ
り
、
す
ぐ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
除

雪
は
今
後
業
者
に
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
轡

高
曲
雛
麟

9月26日

出席者47人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

流
雪
溝
の
早
期
整
備
に
つ
い
て

　
流
雪
溝
の
整
備
計
画
の
内
、
高
山

が
含
ま
れ
る
第
2
地
区
の
整
備
見
通

し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
地

域
か
ら
は
計
画
地
域
外
に
も
設
置
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
要
望
を
ど
の
よ

う
に
扱
う
の
で
す
か
。

〈
市
の
考
え
〉

　
流
雪
溝
は
昭
和
5
7
年
以
来
市
街
地

か
ら
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
全

体
計
画
4
3
㎞
中
7
0
％
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
市
街
地
の
3
～
7
ブ
ロ
ッ
ク

ま
で
が
終
わ
り
、
残
る
は
ー
・
2
ブ

ロ
ッ
ク
で
す
。
高
山
は
第
2
・
3
ブ

ロ
ッ
ク
に
入
っ
て
い
て
未
着
工
箇
所

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
全
体
計
画

が
終
わ
る
ま
で
に
ま
だ
5
年
く
ら
い

か
か
り
ま
す
。

　
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
路
線
の
扱

い
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
都
合
で
要

望
の
あ
る
路
線
す
べ
て
に
設
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
計
画
区
域

を
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
に
検
討
し
ま

す
。
ど
う
し
て
も
急
ぐ
な
ら
ば
、
地

元
が
事
業
主
体
と
な
り
地
元
と
市
が

半
々
ず
つ
費
用
を
出
し
て
整
備
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
要
望
が
あ

れ
ば
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

塚
原
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て

　
塚
原
橋
は
現
状
で
は
大
変
危
険
で

す
。
4
月
に
は
障
害
者
の
授
産
施
設

も
で
き
ま
す
。
橋
を
早
期
に
架
け
替

え
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
今
年
は
橋
周
辺
に
歩
道
が
付
き
ま

す
が
、
橋
の
架
け
替
え
は
ま
だ
で
す
。

歩
道
橋
を
先
に
付
け
ら
れ
な
い
か
と

検
討
し
ま
し
た
が
こ
れ
も
無
理
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
橋
を
1
0
年
度
に
設

計
し
て
、
n
～
1
2
年
度
に
工
事
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
く
架
け
替
え
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す
。

9月19日

出席者29人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

十
日
町
橋
～
妻
有
大
橋
間
の
桜
並
木

づ
く
り
と
、
信
濃
川
を
再
現
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
以
前
よ
り
桜
並
木
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
が
な
か
な
か
話
が
進
み
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
河
川
環
境
問
題
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
何
と
か
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
河
川
法
も
昔
は
治
水
や
利
水

を
目
的
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

法
律
が
改
正
さ
れ
環
境
保
全
が
目
的

に
加
わ
り
ま
し
た
。
国
鉄
時
代
に
当

時
の
諸
里
市
長
と
国
鉄
の
間
に
協
定

書
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

は
「
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
時
は
す

み
や
か
に
甲
乙
話
し
合
い
を
す
る
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
国
鉄
は

既
に
民
営
化
し
売
電
事
業
に
も
乗
り

出
す
な
ど
事
情
が
変
わ
っ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
市
は
協
定
書
と
河
川
法

に
の
っ
と
っ
て
申
し
入
れ
を
す
べ
き

で
す
。
地
元
も
署
名
活
動
で
も
何
で

も
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
市
の
考
え
〉

　
信
濃
川
の
河
川
敷
空
問
を
活
用
す

る
た
め
に
水
辺
空
間
の
整
備
事
業
を

行
い
ま
す
。
堤
防
の
中
は
建
設
省
が

行
い
、
市
は
緑
道
を
延
長
す
る
な
ど

堤
防
の
外
を
整
備
し
ま
す
。
た
だ
し

桜
並
木
は
現
在
の
未
完
成
の
堤
防
を

作
り
上
げ
た
う
え
で
、
堤
防
の
腹
に

並
木
用
に
盛
土
を
し
、
こ
の
土
を
堤

防
か
ら
遮
断
す
る
工
法
に
な
り
ま
す
。

用
地
も
予
算
も
相
当
か
か
る
た
め
に

な
か
な
か
話
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
信
濃
川
の
水
問
題
は
建
設
省
が
3

年
前
に
毎
秒
流
量
3
3
ト
ン
が
望
ま
し

い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
手
が
か
り
に
J
R
・
建
設
省
・

市
の
三
者
協
議
を
行
う
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
目
標
と
し
て
は
長

野
ま
で
鮭
が
登
れ
る
水
を
流
す
こ
と

で
す
。
ま
た
裁
判
に
訴
え
た
場
合
に
、

公
判
が
維
持
で
き
る
か
、
訴
え
て
効

果
が
あ
る
か
ど
う
か
を
弁
護
士
と
相

談
し
検
討
し
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建

設
に
つ
い
て

　
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
い
る
人
は
3
4
0
人
で
、

内
6
5
歳
以
上
が
2
4
％
で
す
。
今
後
も

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
は
確
実
で
す
。
そ
う
し
た
時
に

作
業
場
が
手
狭
に
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を

早
急
に
建
設
し
、
よ
り
広
い
場
所
が

使
え
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
は
今
の

四
ツ
宮
荘
の
場
所
に
サ
ン
ク
ロ
ス
と

棟
続
き
に
建
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

前
期
5
か
年
の
計
画
の
中
に
入
れ
ま

し
た
。
施
設
の
具
体
的
な
中
味
は
サ

ン
ク
ロ
ス
と
ダ
ブ
ら
ず
、
使
い
勝
手

の
い
い
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。
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9月29日

出席者56人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
地
域
活
性
に

つ
い
て

　
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
今
後
の
展

望
と
ジ
ャ
ム
ジ
ャ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
の

継
続
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
当
問
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
基
本
的
に

法
人
会
員
の
利
用
が
中
心
で
、
一
般

の
方
々
を
パ
ッ
ク
旅
行
な
ど
で
大
々

的
に
募
集
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
会
員
以
外
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
土
曜
日
以
外
に

、

は
旅
行
会
社
を
通
じ
宿
泊
で
き
る
体

制
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
2

期
開
発
の
見
通
し
は
、
市
も
実
施
を

要
望
し
て
お
り
、
今
後
会
社
側
が
計

画
を
は
っ
き
り
と
示
す
で
し
ょ
う
。

　
開
発
に
あ
た
り
行
政
と
し
て
ま
だ

課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
一
番
の

ネ
ッ
ク
が
広
域
農
道
で
す
。
何
と
か

関
係
者
よ
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
行
政
で
フ
ァ
ミ
リ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
公
的
宿
泊
施

設
を
作
る
予
定
で
す
。
来
年
か
ら
2

か
年
に
分
け
て
研
修
施
設
や
宿
泊
棟

を
作
り
ま
す
。
こ
の
定
員
2
4
人
の
宿

泊
棟
の
周
り
に
は
東
京
の
区
な
ど
公

共
団
体
の
施
設
を
誘
致
し
ま
す
。

　
ジ
ャ
ム
ジ
ャ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は
検

討
し
て
い
き
ま
す

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
拠
点
整

備
に
つ
い
て

　
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
拠
点

整
備
と
し
て
十
日
町
駅
よ
り
5
0
0

m
を
半
径
に
「
雪
・
着
物
・
食
文
化
」

に
よ
る
振
興
を
構
想
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
こ
の
事
業
と
当
間
と
の
関

わ
り
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
こ
の
事
業
は
広
域
6
市
町
村
で
作

っ
て
い
る
里
創
プ
ラ
ン
の
中
で
出
て

き
た
構
想
で
す
。
十
日
町
に
と
っ
て

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の
お
客
様
を
い
か
に

し
て
市
街
地
に
ま
で
呼
び
込
む
か
が

課
題
で
す
。
こ
う
し
た
意
味
合
い
を

も
っ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　滋
鐵…ミ／

　　　P　　　　－　　　1　P『

9月30日

出席者59人

〈
提
言
要
望
事
項
①
〉

十
日
町
塩
沢
線
の
改
良
に
つ
い
て

　
主
要
地
方
道
十
日
町
塩
沢
線
を
は

じ
め
、
六
箇
地
内
の
道
路
改
良
の
見

通
し
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
こ
の
路
線
は
全
体
計
画
2
㎞
の
内

田
麦
か
ら
麻
畑
の
問
7
0
0
m
が
完

成
し
ま
し
た
。
残
り
は
1
3
0
0
m

で
す
。
8
年
度
は
1
億
2
3
0
0
万

円
の
予
算
が
付
き
、
9
年
度
は
延
長

で
1
2
0
m
の
工
事
と
用
地
買
収
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
国
庫
補
助
事
業
で
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
県
単
独
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
残
り
の
箇
所
は
事
業
費
べ
ー

ス
で
3
億
円
か
か
る
予
定
で
す
。

　
歩
道
除
雪
に
つ
い
て
は
新
し
い
除

雪
計
画
に
組
み
入
れ
る
よ
う
市
と
土

木
事
務
所
で
協
議
し
ま
す
。

〈
提
言
要
望
事
項
②
〉

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
つ
い

て　
六
箇
で
は
、
ほ
場
整
備
が
中
村
ま

で
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
山
谷
か
ら

東
は
未
整
備
で
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
整
備
計
画
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
事
業
の
採
択
基
準
と
受
益

者
負
担
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
の
考
え
〉

　
山
間
地
域
に
は
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
を
導
入
し
ま
す
。
施
行
時

に
生
産
基
盤
と
と
も
に
生
活
環
境
基

盤
の
整
備
も
進
め
ま
す
。
本
事
業
は

来
年
度
か
ら
飛
渡
地
域
で
着
手
し
ま

す
。
六
箇
地
域
で
も
地
域
の
ま
と
ま

り
を
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
随
時
事

業
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
山
間
地
域
で
は
受
益
者
負
担
は
5

％
が
限
界
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
場
整

備
の
事
業
費
は
1
反
歩
2
0
0
～
2

5
0
万
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
負
担

は
1
反
歩
1
0
万
円
程
度
か
ら
そ
の
上

に
な
る
で
し
ょ
う
。
事
業
で
は
ほ
場

面
積
や
農
道
、
水
路
等
地
域
に
適
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

を冒あなたの提
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
市
長
へ
の
手
紙

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
ご
提
案
を

手
紙
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
そ
れ
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
「
ふ
れ

あ
い
ボ
ッ
ク
ス
」
と
「
市
長
へ
の
手

紙
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
（
ボ
ッ
ク

ス
と
用
紙
の
設
置
場
所
は
市
役
所
、

公
民
館
本
館
、
川
治
・
中
条
・
吉
田
・

下
条
・
水
沢
の
各
地
区
館
、
博
物
館

で
す
。
用
紙
は
西
部
会
館
、
江
道
猿

倉
集
落
セ
ン
タ
ー
、
新
座
・
大
井
田
・

高
山
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

飛
渡
地
区
公
民
館
、
八
箇
集
落
セ
ン

タ
ー
、
羽
根
川
荘
、
吉
田
集
会
所
、

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
平
成

園
に
も
あ
り
ま
す
。
）
も
ち
ろ
ん
手
紙

は
普
通
の
葉
書
や
封
書
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
届
い
た
手
紙
は
市
長
が
最

初
に
目
を
通
し
ま
す
。
提
案
に
は
ー

か
月
を
目
処
に
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
住
所
氏
名
を
必
ず
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ

企画人事課広報広聴係

a57－3111・内線213

こ
ん
な
広
聴
活
動
も

　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す

　
皆
さ
ん
の
意
見
を
市
長
に
伝
え
、

市
長
の
考
え
を
直
接
聴
け
る
よ
う
に

「
暖
和
室
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

暖
和
室
に
は
皆
さ
ん
か
ら
市
長
室
に

お
越
し
い
た
だ
く
「
お
ま
ち
し
て
ま

す
暖
和
室
」
と
市
長
が
地
元
に
う
か

が
う
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
暖
和
室
」

の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
課
題

　
　
　
　
　
り

や
産
業
・
地
域
の
振
興
策
に
つ
い
て

市
長
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
日
は
今
後
の
市
報
2
5
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
各
課
の
業
務
を
詳

し
く
知
り
た
い
皆
さ
ん
に
は
、
担
当

係
長
が
中
心
と
な
っ
て
業
務
の
解
説

を
す
る
「
わ
か
り
や
す
い
市
役
所
業

務
紹
介
講
座
」
が
あ
り
ま
す
。
お
お

む
ね
1
0
名
以
上
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
要
望
に
応
え
開
催
し
ま
す
。

希
望
団
体
は
広
聴
の
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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十日町市公民館（学校町1）岱57－5011へ申し込みください

　　あなたの“新しい生き方”

　　　　　　　　見つけませんか

■開講式　〉4月21日㈹午後1：30～焼物

　（昼）〉同日午後7＝00～焼物（夜）・英会

　話（夜）・日本画・男の料理

　レ4月22日㈱午後1：30～英会話（昼）

　レ同日午後7：00～妻有の歴史

　〉4月23目㈲午後1＝30～健康づくり

　〉4月26日（日）午後7＝30～コーラス

■期　間　4月～12月（3月までのコース

　もあります）

■経　費　入講料1，500円（教材費は各コー

　スごとに別途徴収）、連絡用ハガキ8枚（コ

ーラスは11枚）

■定　員　各コースとも20～30人

講座　名 講　　座　　内　　容 時　　間
焼　　　　物
（昼コース）

初心者向けの入門教室です。手びねりのひもづくりから
学習します。

毎週火曜日
午後1＝30～3130

英　会　話
（夜コース）

簡単なあ』￥さつはもちろん、海外小旅行でも困らない程
度の英会話入門教室です。

毎週火曜日
午後7：00～9＝00

焼　　　　物
（夜コース）

手づくり作品を楽しみ、暮しを豊かに。炎の芸術作品づ
くりです。

日　本　　画 絵筆を持ったことのない人のための日本画入門教室で、
基本の写生から技術を学びます。

男の料理
これからの時代「自立できなきゃ男じゃない」「主夫」の
ための楽しい料理づくりです。

第2・4火曜日
午後7＝00～9100

英　会　話
（昼コース）

初心者を対象に、あいさつはもちろん、海外小旅行での
様々な場面での英会話を学びます。

毎週水曜日
午後1＝30～3＝30

妻有の

いしぶみを読む
「妻有のいしぶみ」（博物館友の会刊）をテキストに、妻
有の歴史について学びます。

第2・4水曜日
午後7100～9＝00

健康づくり
壁康が何より、「健康ウオーク」「食べる」「見る」バラエ

ァィーに富んだ内容で学習します。
第2・4木曜日
午後1＝30～3：30

コ　ー　ラ　ス
楽譜が読めなくてもいいんです。うまく歌えなくてもい
いんです。楽しみましょう。

毎週日曜日
午後7：30～9＝30

彫　　　　刻
モデルをもとに、主に頭像彫刻を粘土による塑像でつく
ります。初心者の人には、初歩から指導します。
※会場…十日町彫刻会アトリエ（中条小学校前）

4月ころと9月
の2回を予定
午後7：00～9：00

講座名 講　座　内　容 時　間

全体学習
全埜学習は二般教養を学習。全員の方の交流の場です。

※局齢者と父通・栄養と健康・地域学習・映画鑑賞
第3火曜日
午前9＝30～

コ
　
　
ー
　
　
ス
　
　
学
　
　
習

かた　　　　　　　べ

語　り　部 地域の名所、旧跡を学習し、観光ガイドを行
います。

第2・4水曜日
午後1＝30～

写　　真 撮影の基礎を学び、自然を表現します。 第2・4火曜日
午後1＝30～

書　　　道 書き付けなど、習字の基礎を学びます。 第2・4火曜日
午前9＝30～

ワープロ ワープロの基礎を学び、簡単な文章を作成します。
毎週木曜日
午前9＝30～

工　　　芸 紙粘土で人形や花などを制作します。 第2・4金曜日
午後1二30～

園　　　芸 植物栽培の基礎を学び、育てる楽しさを体験
します。

第2・4金曜日
午前9＝30～

手　　　芸 暮らしに役立つ手作り作品を楽しみます。 第1・3火曜日
午後1：30～

料　　　理 電子レンジを使って料理を楽しみます。 ①第1・3㈹②第2・個

午前9130～

生　け花 生け花の基礎を学び、心の豊かさを身につけます。
第1・3金曜日
午後1130～

グ
ル
ー
プ
学
習

健康たいそう zオークダンスなどをしながら親ぽく、健康
づくりをします。

第1・3水曜日
午前10＝00～

俳　　　句 俳句をとおして、自然と心を表現します。 第2・4火曜日
午後1二30～

川　　　柳 社会の動き、身のまわりのことに関心をもち
表現します。　　’

第2・4水曜日
午後1二30～

■開級式　4月17日働　午前9：30～11：00

　　　　　　開式行事・学習計画・自治会組織・記念講話

■期　間　平成10年4月～11年3月

■経　費　年間2，000円（入講料、自治会費）

　　　　連絡用ハガキ11枚（宛名書きをしたもの）

層対象者　60歳以上の人

　　　　　6r　　　＝　日　　　　覧＝．＝　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　瞳　　暦一

　心身にハンデを持つ青年を対象に、そばづ

くりやレクリエーションなど楽しい内容で学

習します。高校生をはじめ、一般のボランテ

ィアも同時に募ります。

　学習は月1回、主に日曜日の昼間です。

■と　き　4月19日（日）午後1：30～

■内　容　みんなで楽しくレクリエーション

　　　　　ゲームなどを行います。

■ところ　十日町市公民館（学校町1）

圏経　費　入講料：年額1，060円

　　　　　（連絡用切手代）

　レクリエーションボランティアサークル「ほ

ほえみ」では、幼児とその親を対象に遊びを

とおして親子の体力作り、感性、社会性を養

う「なかよしランド」の会員を募集していま

す。

■と　き　4月14日㈹～毎週火曜日（第4火

　　　　　曜日は休み）午前10：00～11：00

圏ところ　市民体育館（学校町1）

■対象　0歳～就園前の乳幼児と親

　　　　　（当日受付）

■年会費　おやつ代として、親子で3千円
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灘

灘鱒灘 巡回日 昼　　　間　　　コ　　　ー　　　ス （敬称略）

灘・ 第1・3
月曜日

珠　　　川
10二30～10二50

珠田分校

野　　　中
12二50～13二20

野中小学校

六箇山谷
13＝45～14二15

山谷ふれあいセンター

田　　　麦
15二〇〇～15二30

六箇小学校

北新田1
15＝40～16二10

村山力宅前

譲　蒙
第2・4
月曜日

漉　　　野
10＝10～10二30

東下組小学校

下条本町
13100～13：30

下条小学校

桑　　　原
13二45～14：15

みよしの湯

上新田1
14＝30～15＝00

長寿広場

下条本町
15二50～16二20

下条保育所

獺

i畿穰灘 第1・3
火曜日

赤　　　倉
10：20～10140

赤倉小学校

本町6－3
13＝00～13＝30

子供広場

寿　町　4
13＝45～14＝15

寿北公園

　島
14＝30～15＝00

住吉公園

吉田山谷
15：50～16；20

吉田保育園・．

綴． 第2・4
火曜日

城之古1
12＝20～12150

城之古公民館

池　之　平
13：15～13二45

八箇小学校

北新田3
14＝00～14＝30

大清建築

川治中町
15二20～15＝50

川治保育所

獲 第1・3
木曜日

焼　　　野
13100～13二25

飛一小学校

山　新　田
13二35～14＝00

飛二小学校

東枯木又
14二20～14：50

管理センター

新　　　水
15：45～16＝15

飛渡保育園

■
コ

灘
雛 蒙

第2・4
木曜日

四目町3
12＝20～12二50

越後製菓㈱十日町工場

下　　　町
13：00～13二30

中条小学校

新　座　3
15二〇〇～15二30

新座保育園

本町7－2
15二40～16二10

岡村商店

難　　磯 第1・3
金曜日

土　市．4
10＝20～10：40

水沢小学校

馬　場　4
13二〇〇～13＝30

馬場小学校

伊　達　1
13二45～14二15

伊達公会堂

大黒沢東
15二40～16＝10

森の保育園

響　　翻 第2・4
金曜日

吉田山谷
10二35～10二55

吉田小学校

南　鐙　坂
13二〇〇～13＝30

鐙島小学校

鉢　　　2
13＝45～13：55

真田小学校

名　ケ　山
14二40～15二10

名ヶ山小学校

南　鐙　坂
15二30～16二〇〇

鐙島保育所

鐵一i灘 巡回日 夜　間　コ　ー　ス

叢翻①
第1・3
火曜日

西　本　町
17＝40～18二10

西小学校入口

四日町新田
18＝20～18二50

市営住宅入口

四　目　町
19＝00～19二30
大井田コミュニティセンター

‘

鎌闘②
第2・4
火曜日

谷　内　丑
17二40～18＝10

市営住宅集会所

美　雪　町
18二20～18＝50

美雪公園

春　目　町
19＝00～19＝30

春日公園 鷲

4月16日㈲
飛渡コースから

スタートします

●国民の休日及び市側の都合により変更することがあります。
●学校の都合により変更することがあります。

●11月は文庫の回収のため、貸し出しは行いません。（11月は第1・2週に運行）
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羽
の
折
り
づ
る
で

長
野
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加

　
長
野
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
の
「
折
り
づ
る
1
0
0
万
羽

計
画
」
に
賛
同
し
た
十
日
町
市
公
民

館
・
明
石
学
級
の
皆
さ
ん
が
2
5
0

0
羽
の
折
り
づ
る
を
同
委
員
会
に
贈

り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
閉
会
式
で

披
露
さ
れ
た
楽
劇
「
大
田
楽
」
を
創

作
し
た
狂
言
師
の
野
村
万
之
丞
さ
ん

が
、
「
会
場
に
来
ら
れ
な
く
て
も
心
の

こ
も
っ
た
折
り
づ
る
で
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
発
案
し
た
も
の
で
、
3
月

14

日
の
閉
会
式
で
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
の

天
井
か
ら
つ
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
明
石
学
級
で
は
、
4
日
の
日
刊
紙

で
募
集
記
事
を
見
て
急
き
ょ
呼
び
か

け
、
延
べ
7
0
人
の
学
級
生
が
3
日
問

ほ
ど
で
折
り
上
げ
、
締
切
日
前
日
の

繍懸難
購
．

雛灘
難

9
日
㈲
に
宅
急
便
で
発
送
し
た
も
の

で
す
。
紙
は
包
装
紙
や
公
民
館
チ
ラ

シ
な
ど
を
再
利
用
、
一
羽
一
羽
て
い

ね
い
に
ひ
も
で
つ
な
が
れ
ま
し
た
。

　
「
日
数
が
な
か
っ
た
の
で
、
ど
の

く
ら
い
集
ま
る
か
心
配
で
し
た
が
、

大
勢
の
力
と
い
う
も
の
は
大
し
た
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、
作
っ
て
い

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
テ

レ
ビ
で
見
る
選
手
の
力
強
い
が
ん
ば

り
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
う

し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
私
た
ち
の
温

か
い
気
持
ち
が
届
け
ら
れ
る
と
思
う

と
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
川
西
町
・

な
か
ま
の
家
作
業
所
ア
ク
ト
の
皆
さ

ん
か
ら
も
応
援
し
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
」
と
、
栗
林
さ
ん
た
ち
が
話
し
て

　
　
く
れ
ま
し
た
。

　
　
明
石
学
級
で
は
8
月
6
日
の

左から蕪木さん、栗林さん、佐藤さん

広
島
平
和
記
念
式
典
に
も
贈
ろ

う
と
、
す
で
に
折
り
始
め
て
い

ま
す
。

　
明
石
学
級
に
は
、
料
理
、
書

道
、
写
真
、
手
芸
、
生
花
、
工
芸

な
ど
n
講
座
が
あ
り
、
2
百
人

を
超
え
る
学
級
生
が
年
間
通
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
「
定
期
的

に
公
民
館
に
通
っ
て
勉
強
す
る

の
は
、
毎
日
の
生
活
に
リ
ズ
ム

が
出
て
き
ま
す
ね
。
ま
だ
ま
だ

大
勢
の
人
に
入
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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一
、
鍵

」」釦」臥

、つくし園の子供たち
招待乗車」で、六日町

懸
、
難
鐵
前
ぐ

保
ビ
り

治
ラ
つ

開
一
ま

ヲ22日／北越保育園、

と父兄120人が「スノ

駅・ほくほく線基地

　20日働午後5時30分からラポート十日町で、「ほく

ほくの風をどう生かすか」をテーマにシンポジウム

が開かれ160人が参加しました。

　コーディネーターは湯沢昭さん（長岡工業高等専

門学校教授）、パネラーは住吉順二さん（作家・日本

ユースホステル協会常任理事）、大熊孝夫さん（北越

急行㈱専務取締役）、馬場三郎さん（十日町地区タク

シー協会長）、柳則子さん（松之山町・千歳館女将）、

小林房子さん（小嶋屋専務取締役）、村山菜穂さん（国

際情報高校2年生）の6人。

　妻有の里に新しい風を吹き込んだ「ほくほく線」

のこの1年間を検証するとともに、これからの進路

の取り方について活発な発表がなされました。

詠
議
順
調
な
発
車
の
蕪
嚢

灘
　
　
　
満
1
年
間

六目町灘獺驚（魚沼丘陵＞驚灘撒美佐島
　　鞭　ざん
し灘十日町灘　　　　’輝　　　い　　だ　まつ灘羅

3
月
B
日
働
、
十
目
町
市
役
所

で
記
者
会
見
が
開
か
れ
、
北
越
急

行
㈱
専
務
取
締
役
・
大
熊
孝
夫
さ

ん
か
ら
、
開
業
一
年
間
の
概
況
等

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

▼
一
年
間
の
概
況

開
業
時
か
ら
輸
送
そ
の
も
の
は
極

め
て
順
調
で
あ
り
、
列
車
運
休
も
ご

く
わ
ず
か
で
し
た
。
こ
れ
は
最
新
鋭

の
諸
設
備
が
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と

と
、
車
両
も
含
め
致
命
的
な
初
期
故

障
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
す
。
ま
た
列
車
遅
延
に

つ
い
て
も
、
線
内
の
原
因
に
よ
る
も

の
は
少
な
く
、
大
半
は
特
急
「
は
く

た
か
」
の
北
陸
線
な
ど
で
の
遅
れ
の

影
響
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

輸
送
量
の
実
績
は
、
普
通
電
車
に

つ
い
て
は
利
用
人
員
に
お
い
て
想
定

値
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
収
入
に
直

結
す
る
輸
送
密
度
は
満
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
輸
送
の
実
績

　
「
は
く
た
か
」
は
、
開
業
以
来
の

一
日
平
均
利
用
人
員
が
6
、
4
0
0

人
を
維
持
し
て
お
り
、
想
定
利
用
人

員
約
6
、
2
0
0
人
を
2
0
0
人
ほ

ど
上
回
っ
て
い
ま
す
。
普
通
列
車
に

　
　
　
ヤ
し

つ
い
て
は
交
通
量
調
査
を
2
回
行
い

ま
し
た
。
季
節
的
変
動
も
大
き
い
こ

と
か
ら
推
定
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
が

一
日
平
均
約
2
、
1
0
0
人
が
乗
車

プ4



日町駅コンコースで観光
P　R、地場産品を販売。

日
ポ

22
ス

22目／金沢行「はくたか4号」を太鼓
演奏で歓迎する雪花会の皆さん。

楽しい固圃團圓

22

日
／
「
よ
う
こ
そ
、
ほ
く
ほ
く
線
利
用
の
皆
さ
ん
」
。

北
越
保
育
園
鼓
笛
隊
が
元
気
な
マ
ー
チ
で
出
迎
え
。

21目／全国で一番の人気ゲーム
「電車でG　O！」に採用された、

ほく線普通列車。六日町駅基地
まつりで子供たちにお披露目。

　　繋嚢灘
蕨

　　　　　畢顯1濠．黙

盤顯醗、戴、難

，騒懸織鑑
　22日／まつだい駅を表敬訪問。ミス

　十日町雪まつり（右／高橋芙美恵さ

　ん、江口有紀さん）との記念撮影会
　は大人気。

　　　ほくほく線

　　　「ふるさと芸能大会」

・3月29Eヨ（日）開演：午後1時

・クロス10（入場無料）

　沿線各市町村の郷士芸能やコーラス

など．盛りだくさんの芸能大会です。

　十日町郵便局主催のチャリティーバ

ザーも当時開催。

　　　クイズ列車がゆく！

・放映臼　4月4日ω午前40時～
・新潟テレビ24

　3目28臼Ct）に、ほくほく線内をクイ

ズ列車が走ります。その熱い戦いぶり

を収録。ぜひご覧ください。

　　　ほくほく線

　　　「縦断クイズラリー」

・3月24日口ゆ～4月6日（月）

　ほくほく線の各駅ホー・ムにある問題

に答えて応募すると、正解者の中から

抽選ですてきなプレゼンド。応募用紙

は各駅にあります。

　　　一日乗り放題切符

・発売期間／3月24臼㈱～4月6臼（月）

・区　　間／越後湯沢～直江津

　　　　　　4，200円、一臼隈り

　　記念乗車券（発売中）

・区　　間／十臼町～まつだい往復

　　　　　　500円、㈹00枚限定

ほっくほくなんでも案内所
　　奮50－1277●FAX50・一1278

　4月4日、ほくほく線十日町駅舎内
にオープンします。沿線情報など、な

んでもお聞きください。

　案内時間／午前9時～午後6時

羅欝

徽　雛騰　　　　　辮　　　　島　　　大　　　く　　ほ　く　ほ雛　　　　購難　　杉　伏ll虫　灘雛うらがわ嚇撒
難雛（大池いこいの森

　　　　撚　　　き　　び　く難難犀潟

し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
こ
と
は
、
想
定
に
比
較

し
て
通
勤
客
が
著
し
く
少
な
く
、
代

わ
り
に
デ
ー
タ
イ
ム
の
新
幹
線
乗
り

継
ぎ
な
ど
の
定
期
外
旅
客
が
多
い
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

▼
収
支
の
見
込
み

　
特
急
「
は
く
た
か
」
の
好
調
な
利

用
状
況
に
よ
り
、
収
入
は
当
初
見
込

み
の
年
間
約
2
9
億
2
千
万
円
（
消
費

税
抜
き
）
を
上
回
る
こ
と
は
確
実
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
運
営
経
費
は
冬
季
対
策
費

が
見
込
み
を
下
回
る
ほ
か
、
経
費
全

般
に
わ
た
っ
て
縮
減
に
努
め
た
結
果
、

予
定
値
を
下
回
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
増
収
努
力
と
経
費
節

減
が
相
乗
効
果
を
示
し
、
実
質
的
な

開
業
初
年
度
で
あ
る
平
成
9
年
度
か

ら
単
年
度
黒
字
（
当
初
予
想
は
1
2
年

度
）
と
な
り
、
ま
た
累
積
赤
字
解
消

も
大
幅
に
繰
り
上
が
る
（
当
初
は
1
6

年
度
）
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
今
後
の
課
題

　
・
さ
ら
に
お
客
さ
ま
の
立
場
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
、
必
要
な

投
資
な
ど
安
全
安
定
輸
送
の
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す

　
・
当
初
計
画
か
ら
の
「
は
く
た
か
」

の
段
階
的
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
・
観
光
、
研
修
な
ど
を
通
し
た
交

流
人
口
の
増
加
が
、
将
来
的
に
北
越

急
行
㈱
の
浮
沈
に
か
か
わ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
各
市
町
村
と
協
力
し
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
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跡
市指定文化財を新たに

（秋葉山）史跡羽1

　文化財保護審議会（竹内道雄会長）が3月m日㈹に開かれ、羽

川（秋葉山）城跡（麻畑・羽川城跡保存会管理）を、新たに市指

定文化財に指定するよう答申がありました。教育委員会はこれを

受け、3月25日㈱付けでこの城跡を市の文化財に指定しました。

　
羽
川
（
秋
葉
山
）
城
は
、
六
箇
麻
畑
地

内
の
狭
長
な
尾
根
筋
に
築
か
れ
た
、
全
長

4
0
0
m
を
超
え
る
市
内
最
大
規
模
の
城

跡
で
す
。
城
跡
に
は
塩
沢
方
面
に
向
か
う

県
道
の
秋
葉
橋
を
左
折
し
、
山
頂
に
祀
ら

れ
た
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現
の
山
道
を
登
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
城
の
特
徴
は
空
堀
が
多
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
尾
根
上
の
郭
を
区
画
す

る
空
堀
は
い
ず
れ
も
二
重
堀
で
、
上
面
幅

が
広
く
、
戦
国
時
代
の
城
の
特
徴
を
示
し

て
い
ま
す
。
背
後
の
空
堀
は
九
条
あ
り
ま

す
。
防
備
の
発
達
し
た
戦
国
時
代
の
城
跡

の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
徹
底
し
た
施
工

は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
土
塁
や
郭
の
保
存
状
態
も
良
く
、

市
内
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
城
跡
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
伝
承
で
は
、
南
北
朝
時

代
に
活
躍
し
た
新
田
氏
一
族
の
武
将
、
羽

川
刑
部
の
居
城
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
様
式
か
ら
み
て
戦
国
時
代
に
築
か
れ

た
可
能
性
の
高
い
城
で
す
。

　
六
箇
を
通
る
県
道
は
昔
、
関
東
街
道
な

ど
と
呼
ば
れ
、
関
東
へ
抜
け
る
最
短
の
行

程
と
し
て
特
に
軍
事
面
で
重
要
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
街
道
は
上
杉
謙

信
が
関
東
へ
兵
を
進
め
た
道
で
あ
り
、
後

継
者
景
勝
の
出
身
地
上
田
（
現
六
日
町
）

と
春
日
山
城
を
結
ぶ
大
切
な
道
で
も
あ
り

ま
し
た
。
当
時
こ
の
城
は
信
濃
川
渡
河
地

点
の
琵
琶
懸
城
（
城
之
古
）
と
並
ん
で
、

街
道
の
押
さ
え
に
位
置
す
る
重
要
な
城
だ

っ
た
の
で
す
。

　　　　　　　　　＼　　　　　　　　〔

　　　　　　…＼

　　　　　2

／
瓢
溝

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
今
回
の
特
別
減
税
は
、
平
成
1
0
年
分
所

得
税
の
納
税
者
に
対
し
、
そ
の
人
の
年
税

額
か
ら
扶
養
親
族
等
の
人
数
等
に
応
じ
た

一
定
額
を
控
除
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

【
対
象
者
】
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
平
成
1
0
年
分
所
得
税

の
納
税
者
で
す
。
【
特
別
減
税
額
】
特
別
減

税
額
は
、
次
の
金
額
の
合
計
額
で
す
。
た

だ
し
、
そ
の
合
計
額
が
本
人
の
所
得
税
額

を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
得
税
額
が

限
度
と
な
り
ま
す
。

●
本
人
…
…
…
…
：
…
i
8
、
0
0
0
円

●
控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養
親
族

　
　
　
　
：
二
人
に
つ
き
9
、
0
0
0
円

　
な
お
こ
の
場
合
の
平
成
1
0
年
分
所
得
税

に
は
、
公
社
債
及
び
預
貯
金
の
利
子
に
対

す
る
所
得
税
な
ど
源
泉
分
離
（
選
択
）
課

税
が
適
用
さ
れ
る
所
得
に
対
す
る
所
得
税

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
実
施
方
法
】

ー
、
給
与
所
得
が
あ
る
人

　
扶
養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し
て
給
与

の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今
年
2
月

以
後
最
初
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
源
泉
徴

収
税
額
か
ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。
な
お
控
除
し
き
れ
な
い
部
分
は
、
以

後
平
成
1
0
年
中
に
支
払
わ
れ
る
給
与
の
源

泉
徴
収
税
額
か
ら
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
末
調
整
に
お
い
て
平
成
1
0
年
分

の
給
与
に
対
す
る
年
税
額
か
ら
特
別
減
税

額
控
除
（
精
算
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。2
、
公
的
年
金
等
を
受
け
て
い
る
人

　
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
公
的

年
金
等
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、
今

年
2
月
以
後
最
初
に
支
払
わ
れ
る
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
税
額
か
ら
特
別
減
税
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
控
除
し
き
れ

な
い
部
分
は
、
以
後
平
成
1
0
年
中
に
支
払

わ
れ
る
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
税
額
か

ら
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
終
的

に
は
確
定
申
告
の
際
に
特
別
減
税
額
を
精

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

3
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

　
確
定
申
告
を
す
る
事
業
所
得
や
不
動
産

所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
平
成
1
0
年
分
の

所
得
税
の
納
付
は
、
今
年
7
月
の
予
定
納

税
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
の
予

定
納
税
額
か
ら
特
別
減
税
額
が
控
除
さ
れ

ま
す
（
控
除
し
き
れ
な
い
分
は
n
月
分
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
）
。
予
定
納
税
の
な
い
人

は
1
0
年
分
の
納
税
が
来
年
の
確
定
申
告
の

時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
特
別
減

税
の
適
用
を
受
け
ま
す
。
※
給
与
所
得
者

や
年
金
受
給
者
の
人
が
不
動
産
所
得
な
ど

の
他
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
源
泉
徴
収
段

階
で
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
た
上
で
最

終
的
に
確
定
申
告
の
際
に
特
別
減
税
額
を

精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
税
務
署
（
智
52

　
1
3
1
8
1
）
ま
た
は
税
務
課
市
民
税

　
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
鵬
・
m
）
へ
。
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製
造
品
出
荷
額
等
が
大
幅
に
減
少

　
ー
平
成
9
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
ー

　
平
成
9
年
1
2
月
31
日
現
在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
数
（
5
5
3
）

　
家
具
・
装
飾
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
輪

送
用
機
械
器
具
、
そ
の
他
の
製
品
が
そ
れ
ぞ
れ

1
事
業
所
ず
つ
増
加
し
た
ほ
か
は
、
前
年
と
同

じ
か
減
少
で
、
全
体
で
は
前
年
に
比
べ
2
0
事
業

所
（
3
・
5
％
）
の
減
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
の
1
2
事
業
所
が
繊
維
工
業
品
で
占
め
ら
れ
、

3
年
以
降
、
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

従
業
者
数
（
5
、
3
9
1
人
）

　
そ
の
他
の
製
品
で
2
4
人
（
1
5
・
3
％
）
、
出
版
・

印
刷
．
同
関
連
品
で
2
人
（
2
・
4
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
減
少
を
み
る
と
、
繊

維
工
業
品
が
1
6
6
人
（
5
・
8
％
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
衣
服
・
そ
の
他
の
繊
維
製
品
の

6
1
8
人
（
1
9
・
5
％
）
、
一
般
機
械
器
具
で
32

人
（
2
3
・
0
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
全
体

で
は
昨
年
に
比
べ
3
2
9
人
（
5
・
8
％
）
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

製
造
品
出
荷
額
等
（
5
7
9
億
円
）

　　　衣服・その他の繊維製品

　　　　　　　　2．0％
窯業・

土石製品　　　　　藩の他
2．8％＼　　　爲．3％

一般機械器具

3．0％

出機調査結果

　
繊
維
工
業
品
が
1
8
億
2
、
7
0
5
万
円
（
5
・

8
％
）
と
大
幅
に
減
少
し
、
次
い
で
電
気
機
械

器
具
の
8
億
6
、
6
6
6
万
円
（
7
・
3
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
4
6
億
2
、
1
2
2

万
円
（
7
・
4
％
）
の
減
で
5
7
9
億
5
、
6

9
7
万
円
に
な
り
、
平
成
3
年
を
ピ
ー
ク
に
依

然
と
し
て
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
構
成
比
を
み
る
と
、
市
の
地
場
産
業
で
あ
る

繊
維
工
業
品
が
51
・
2
％
で
全
体
の
5
割
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

地匿名
事業所数 織機の台数
8年 ⑨年 対講年

増減数
8年 ⑨年 薄前年

増減数

総数 165 152 △13 167 152 △15

雛湘町 15 14 △　1 15 14 △　1

中条 43 42 △　1 44 42 △　2

瑚治 25 17 △　8 25 17 △　8

六箇 2 2 0 2 2 0
吉田 28 26 △　2 29 26 △　3

下条 37 37 0 37 37 0
水沢 15 14 △　1 15 14 △　1

工業統計調査結果速報（概数）
、、．P灘苺灘懸／，灘…i葦il…1嚢藻／／ 灘麟購、灘

8年 9年 対前年
増減数
対前年
増減比
構成比 8年 9年 対前年

増減数
対前年
増減比
構成比 8　年 9　年 対前年増減数

対前年
増減比
構成比

総　　　　　　　数 573 553 △20 △3．5 100．0 5，720 5，391 △329△5．8 100．0 6，257，819 5，795，697 △462，122 △7．4 100．0

食　　　料　　　品 28 28 0 0 5．1 416 400 △16 △3．8 7．4 483，159 502，345 19，186 4．0 8．7

飲料・たばこ・飼料 1 1 0 0 0．2 X X X X X X X X X X

繊　維　工　業　品 386 374 △12 △3．1 67．6 2，843 2，677 △166△5．8 49．7 3，150，509 2，967，804 △182，705 △5．8 51．2

衣服・その他の繊維製品 20 17 △　3△15．0 3．1 349 281 △68 △19．5 5．2 178，842 118，733 △　60，109 △33．6 2．0

木材　・木製品 9 8△　1△11．1 1．4 28 25 △　3△10．7 0．5 20，283 18，192 △　　2，091 △10．3 0．3

家具　・装飾品 17 18 1 5．9 3．3 95 93 △　2△2．1 1．7 91，211 96，276 5，065 5．6 1．7

パルプ・紙・紙加工品 2 2 0 0 0．4 X X X X X X X X X X

出版・印刷・同関連品 8 9 1 12．5 1．6 82 84 2 2．4 1．6 86，611 91，648 5，037 5．8 1．6

化学工業製品 1 1 0 0 0．2 X X X X X X X X X X

プラスチック製品 3 4 1 33．3 0．7 23 22 △　1△4．3 0．4 23，410 23，124 △　　　286 △1．2 0．4

ゴ　　ム　　製　　品 2 1△　1△50．0 0．2 X X X X X X X X X X
なめし革・同製品・毛皮 2 2 0 0 0．4 X X X X X X X X X X

窯業・土石製品 8 8 0 0 1．4 113 109 △　4△3．5 2．0 192，833 162，835 △　29，998 △15．6 2．8

鉄　　　　　　　鋼 1 0△　1△100．0 0 X X X X X X X X X X

非　　鉄　　金　　属 1 1 0 0 0．2 X X X X X X X X X X

金　　属　　製　　品 10 9△　1△10．0 1．6 108 88 △20 △18．5 1．6 126，153 105，792 △　20，361 △16．0 1．8

一般機械器具 15 13 △　2△13．3 2．4 139 107 △32 △23．0 2．0 172，216 175，828 3，612 2．1 3．0

電気機械器具 36 32 △　4△11．1 5．8 1，078 1，077 △　1△0．1 20．0 1，185，652 1，098，986 △　86，666 △7．3 19．0

輸送用機械器具 4 5 1 25．0 0．9 X X X X X X X X X X

精密機械器具 1 1 0 0 0．2 X X X X X X X X X X

その他の製品 18 19 1 5．6 3．4 157 181 24 15．3 3．4 104，695 174，163 69，468 66．4 3．0

X　　　の　　　計 289 247 △42 △14．5 4．6 442，245 259，971 △182，274 △41．2 4．5

〈注〉平成9年数値は概数のため、後日県及び国が公表する確定数とは異なることがあります。Xは公表を差し控えたものです。
　　数字の単位未満は四捨五入しているため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合があります。
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克
雪
住
宅

　
　
　
　
普
及
促
進
事
業

◆
補
助
対
象

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
設
置
工
事

　
で
新
築
・
増
築
・
改
良
に
よ
る
も

　
の
。

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
・
増
築
工

　
事
。
【
耐
雪
式
】

　
3
．
3
m
以
上
の
積
雪
加
重
（
9

9
0
㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住

宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対

策
を
講
じ
た
も
の
。

◆
補
助
条
件

①
右
の
住
宅
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
個
人
住
宅
及
び
共
同
住
宅
で
、
併

　
用
住
宅
も
含
み
ま
す
（
新
築
建
売

　
住
宅
の
購
入
も
可
）
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

　
で
す
。

④
1
0
年
度
中
に
完
成
す
る
住
宅
に
限

　
り
ま
す
。

⑤
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
制
度

　
を
受
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
上
限
　
4
4
万
円

◆
受
付
期
問

　
4
月
1
日
～
7
月
31
日

※
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

　
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
係

克
雪
住
宅
づ
く
り

　
　
　
　
資
金
貸
付
制
度

◆
対
象
工
事
・
貸
付
額

【
融
雪
式
】

①
融
雪
装
置
（
地
下
水
の
解
放
利
用

　
を
伴
う
も
の
を
除
く
）
設
置
工
事

　
…
融
雪
装
置
の
設
置
工
事
費
の
8
0

　
％
以
内

②
融
雪
構
造
住
宅
の
新
築
工
事
…
工

　
事
費
の
1
5
％
以
内

③
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
工
事
費

　
の
8
0
％
以
内

【
耐
雪
式
】

　
3
・
3
m
以
上
の
積
雪
加
重
（
9

9
0
㎏
／
㎡
）
に
対
し
て
安
全
な
住

宅
の
新
築
・
増
築
工
事
で
、
雪
ぴ
対

策
を
講
じ
た
も
の
…
工
事
費
の
2
0
％

以
内
【
落
雪
式
】

①
屋
根
勾
配
や
、
滑
り
や
す
い
屋
根

　
材
な
ど
を
利
用
し
て
雪
を
滑
り
落

　
と
す
建
物
の
新
築
・
増
築
工
事
…

　
工
事
費
の
1
0
％
以
内

②
右
の
建
物
の
改
良
工
事
…
工
事
費

　
の
8
0
％
以
内

◆
貸
付
条
件

①
右
の
建
物
で
、
市
が
適
正
と
認
め

　
た
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

②
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
建
物
も
対

　
象
と
し
ま
す
。

③
簡
易
な
雨
水
・
融
雪
水
の
「
地
下

　
水
か
ん
養
ま
す
」
の
設
置
が
必
要

　
で
す
。

④
克
雪
普
及
促
進
事
業
の
補
助
を
受

　
け
る
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
。

◆
貸
付
限
度
額
　
5
0
0
万
円

◆
貸
付
利
率
　
年
3
・
0
％

◆
貸
付
期
間
　
1
0
年
以
内

◆
受
付
期
間
　
年
度
内
に
完
了
す
る

　
も
の
で
あ
れ
ば
随
時
。

※
工
事
着
手
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

　
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
係

小
型
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
除
雪
機
整
備
事
業

◆
補
助
対
象
　
5
世
帯
以
上
の
町
内

会
や
除
雪
組
合
が
利
用
す
る
小
型

　
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
の
購
入
費
用

◆
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
3
0
％

　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
万
円
限
度
）

◆
受
付
期
間

　
4
月
1
日
～
1
0
月
31
日

◆
問
い
合
わ
せ
　
克
雪
維
持
係

　
現
在
、
市
内
各
保
育
所
で
は
通
常

保
育
の
ほ
か
に
、
乳
児
保
育
・
延
長

保
育
・
障
害
児
保
育
等
の
特
別
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
4
月
か

ら
は
新
し
い
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

学
童
保
育

　
　
　
（
放
課
後
児
童
保
育
）

　
放
課
後
あ
る
い
は
長
期
休
業
中
、

家
庭
に
保
護
者
の
い
な
い
小
学
生
（
1

～
3
年
生
ま
で
）
を
対
象
に
学
童
保

育
を
行
い
ま
す
。

一
時
保
育

　
保
護
者
の
病
気
や
ケ
ガ
等
の
た
め

緊
急
一
時
的
に
家
庭
で
保
育
が
で
き

な
く
な
っ
た
児
童
や
、
保
護
者
の
不

定
期
な
就
労
の
た
め
に
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
児
童
を
対
象
に
、
一
時

的
に
保
育
所
で
の
保
育
を
行
い
ま
す
。

定
員
・
申
込
方
法

　
学
童
保
育
、
一
時
保
育
と
も
実
施

す
る
施
設
は
認
可
保
育
所
（
公
立
・

私
立
保
育
所
）
と
な
り
ま
す
が
、
保

育
所
の
入
所
児
童
数
等
に
よ
り
受
け

入
れ
が
で
き
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
事
前
に
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係
（
奮
5
7
1
3
1

1
1
、
内
線
1
3
2
）
ま
た
は
各
施

設
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

通
常
の
保
育
所

　
　
　
　
　
入
所
申
込
み

　
市
内
各
保
育
所
で
は
、
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
児
童
を
対
象
に
年
度

途
中
の
入
所
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

施
設
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

入
所
を
希
望
す
る
人
は
健
康
福
祉
課

児
童
家
庭
係
ま
た
は
各
保
育
所
へ
問

い
合
わ
せ
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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．
驚
塵
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
、
易
蹴

み
ん
な
で
支
え
る

　
　
　
　
　
　
明
る
い
生
涯

　
介
護
は
女
性
だ
け
の
役
割
で
は
な

く
、
男
性
も
含
め
社
会
共
通
の
テ
ー

マ
と
し
て
向
き
合
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
現
場
の
声
を
聞
き
、
正
し
い
介
護

を
身
に
つ
け
よ
う
と
「
男
性
の
た
め

の
介
護
教
室
」
が
公
民
館
本
館
を
会

場
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
教
室

は
十
日
町
市
の
日
本
一
の
健
康
都
市

づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
「
ご
両
親
や
奥
様
が

も
し
寝
込
ま
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど

う
し
ま
す
か
」
と
い
う
呼
び
か
け
に

応
じ
、
今
回
1
3
人
が
教
室
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
計
4
回
開
か
れ
る
教
室
の
う
ち
、

す
で
に
第
3
回
が
終
了
し
、
最
終
回

は
3
月
2
8
日
に
開
か
れ
ま
す
。

　
第
1
回
目
（
3
月
7
日
）
は
「
介

護
の
経
験
談
を
聞
く
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
介
護
に
直
面
し
た
時
の
苦
労

や
心
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
話
を
聞

き
、
引
き
続
き
「
老
化
に
伴
う
身
体

機
能
の
変
化
」
と
題
し
、
前
中
条
病

院
院
長
中
山
康
夫
先
生
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
第
2
回
目
と
な
っ
た
3
月
1
4
日
ω

に
は
、
午
前
中
に
「
か
ら
だ
に
や
さ

し
い
料
理
」
の
実
習
と
試
食
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ

の
現
場
で
働
い
て
い
る
作
業
療
法
士

の
児
玉
信
夫
さ
ん
か
ら
「
介
護
の
実

際
」
に
つ
い
て
現
場
の
話
を
交
え
た
、

様
々
な
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
と
車
い
す
を
使
っ
た
介
護
体

験
で
は
参
加
者
同
士
が
交
代
し
あ
い

な
が
ら
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
起
し
方
や

車
い
す
の
使
い
方
な
ど
介
護
の
コ
ツ

を
学
び
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
第
3
回
目
に
は
小
グ
ル

ー
プ
に
別
れ
、
三
好
園
で
お
年
寄
り

に
接
し
な
が
ら
の
介
護
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
最
終
回
と
な
る
3
月
2
8
日
ω
に
は

「
ご
存
じ
で
す
か
こ
ん
な
と
き
こ
ん

な
サ
ー
ビ
ス
」
と
題
し
、
市
内
で
行

わ
れ
て
い
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
と
「
介

護
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
健
康
福
祉

課
よ
り
紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
最
終
回
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
3
月
2
8
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

◆
会
場
　
公
民
館
本
館

幽懸麟
明．

，

難　
購

驚覇響

縣ら佐藤さ灘里予沢馨

市
内
3
選
手
が

全
日
本
ス
キ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
5
種
目
制
覇

’98全日本スキーマスターズ大会が3月4日㈱～6日働、

鳥取県大山町の国立公園大山スキー場及び大山林間クロス

カントリーコースで開催され、市内から出場した3選手が

5種目を制覇しました。

この大会は、35歳から80歳までを5歳ごとに分け80歳以

上は制限を設けずに、クロスカントリー競技・ジャイアン

トスラローム競技で優勝を争うものです。当日の参加選手

数は全国各地から461人。市内から出場した3選手は、5日

に行われたクロスカントリークラシカル5kmで60歳代の野沢

茂さん（春日町2）、55歳代の佐藤敏夫さん（北鐙坂3）、

45歳代の丸山実さん（稲葉）がそろって優勝。また、6日

に行われた同フリー5kmでも佐藤さん・丸山さんが優勝、

野沢さんも準優勝するなど十日町勢の強さを全国の選手に

見せつけました。野沢さん・丸山さんは、佐藤さんの勧め

で今回初参加での快挙です。

参加3選手は休日・夜間を利用して、全日本スキー連盟

公認の「吉田クロスカントリースキーコース」で練習を積

み、今回の栄冠をつかんだとのことです。また、来年は隣

の長野県で開催されます。「生涯スポーツの手本になるよう

な大会で誰でも参加できます。ぜひ大勢の人たちから参加

してもらいたい」と話していました。

京
旅
行
記
者
ク
ラ
ブ
の

看
8
人
を

　
観
光
大
使
に
任
命

昨年秋に続き、東京旅行記者クラブの記者8人が3月7

日仕）・8日（日）の両日十日町圏域を訪れ、津南町、川西町、

松代町などで行われていた「雪まつり」を楽しみました。

記者たちは当問高原リゾートでスノーチュービングを、

「津南雪まつり」では小正月行事などを体験、「かわにし雪

まつり」では逆バンジージャンプに挑戦して喚声をあげて

いました。また、松代町の「のっとれ松代城」で、記者8

人への観光大使任命式が行われました。

　この観光大使任命は、越後妻有郷観光協議会が「ほくほ

く線」の開業でますます首都圏などと近距離になった妻有

郷の観光施設やイベントの情報を、東京旅行記者クラブを

通して全国に発信してもらおうと企画したものです。任命

式では千人以上の観光客が見守る中、関谷松代町長から観

光大使の辞令と山傘が手渡されました。

観光大使の皆さんからは「コミュニティのなくなった都

会の人たちにしてみれば、妻有郷の素朴さや人々の温かみ

がすごく新鮮に感じると思います。秋もそれなりに良かっ

たのですが、やはりこの地域の売りは雪が降り、その雪を

題材にしたイベントが開かれる冬だと思います。帰ったら

さっそく紹介ぺ一ジの増を考えます」などという頼もしい

感想・意見が出されていました。
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TOKAMACHI
みんなの声まちの声

轟
灘
灘

纏
麗
灘
灘
繊

　
　
鱗
雛
懸
・
灘
難

　
　
棚
　
　
囎

尊
敬
す
る
両
親
に

　
　
　
限
り
な
い
感
謝
を山本清美さん

　（千代田町）

悔
い
の
な
い
4
年
間
に

す
る
よ
う
が
ん
ぱ
り
ま
す

、

根津典幸さん
（妻有町西1・2）

●

　　ロ　じ　　　　　　　　　　　　り　　　　ロ　ロ　　　ロ　ロ　　ロ　ロ　ロ　コ　じコ　コ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　リ　ロ　　

i　　　4月25日号のテーマ
：　　　　「広がる交流の輪』

　市内には全国各地の皆さんと心温ま

る交流を続けているグループがありま

す。次回は、様々な交流活動によって

地域づくりを進める人たちの声をお伝

えします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　4月10日働までに企画人事

　課広報広聴係（〒948－8501十日町市

　千歳町3－3　盈57－3111内線213）

　
実
業
高
校
が
総
合
高
校
と
名
称
を
変
え
た
の
が
3
年
前
。
第
一
期
の
卒

業
生
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
で
は
生
徒
会
の
執
行
部
を
や
り
、
総
合
高
校

の
イ
メ
ー
ジ
を
出
す
た
め
の
各
種
活
動
を
や
っ
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。

4
月
か
ら
は
東
洋
女
子
短
期
大
学
の
英
文
科
（
東
京
）
に
学
び
ま
す
。
現

在
、
こ
れ
と
い
っ
た
将
来
の
夢
は
持
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
短
大
の
2

年
問
で
自
分
の
生
き
る
道
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
は
1
8
年
間
住
ん
だ
す
ご
く
居
心
地
の
良
い
場
所
。
そ
し
て
、
私

た
ち
（
二
人
姉
妹
）
の
考
え
方
を
大
切
に
し
て
く
れ
た
尊
敬
す
る
両
親
の

住
む
所
で
す
。
今
後
と
も
ま
す
ま
す
発
展
を
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
東
京
で
は
、
現
在
大
学
生
の
姉
と
の
生
活
な
の
で
、
少
し
は
気
が

楽
な
ん
で
す
よ
。

　
大
げ
さ
に
言
え
ば
十
日
町
高
校
の
3
年
問
は
野
球
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

3
年
春
の
大
会
の
ベ
ス
ト
8
、
夏
の
ベ
ス
ト
4
は
大
切
な
思
い
出
に
な
っ

て
い
ま
す
。
夏
は
最
後
の
大
会
で
も
あ
り
、
逆
転
逆
転
に
よ
る
サ
ヨ
ナ
ラ

の
試
合
が
重
な
り
ま
し
た
か
ら
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
3
年
問
で
大

勢
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
が
部
員
は
格
別
で
す
。

　
進
学
の
た
め
上
京
し
ま
す
。
部
活
一
本
だ
っ
た
の
で
、
大
学
で
は
好
き

な
本
を
い
ろ
い
ろ
読
ん
だ
り
、
絵
を
描
い
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
何
か
サ
ー
ク
ル
に
は
入
る
つ
も
り
で
す
。
両
親
は
「
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
し
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
雪
の
降
る
十
日
町
が

好
き
な
の
で
卒
業
後
は
U
タ
ー
ン
と
も
考
え
る
ん
で
す
が
、
出
版
関
係
の

仕
事
が
で
き
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
悔
い
の
な
い
4
年
間
に

す
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

⑳　　いちばんいいて

千葉県市川市中国分4－7－22（市内本町4出身・58歳）

小原知加さん
（大好き十日町会会員）

　嚢
．
糠

　
　
　
　
舞
灘
譲
懸

華
畷
瀬
誤
羅

繍

　
こ
の
ご
ろ
集
ま
り
の
誘
い
が
あ
る
と
「
き
も

の
を
着
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
」
「
よ
ろ
し
か
っ
た

ら
お
着
物
で
お
い
で
く
だ
さ
い
」
と
声
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
出
版
記
念
・
文
化
講

演
会
の
受
付
、
十
五
夜
月
見
の
望
月
会
、
ま
た

毎
年
暮
れ
に
多
種
多
芸
の
知
人
が
集
ま
り
気
兼

ね
な
い
時
問
を
過
ご
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

新
年
を
迎
え
よ
う
と
年
に
一
度
開
い
て
い
る
会

な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
う
れ
し
い
こ
と
に
殿
方

に
も
「
お
着
物
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
掛
け
る
と
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
紬
な
ど

お
召
し
に
な
っ
て
お
見
え
に
な
り
ま
す
。

　
着
物
の
絵
柄
に
は
「
こ
の
梅
と
水
仙
の
柄
は

早
春
の
お
祝
い
に
」
「
柿
茶
の
絵
更
紗
は
秋
の
お

出
か
け
に
」
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
に
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
晴
れ
舞
台
を
与
え

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
以
前
海
外
に
出
か
け
て
知
っ
た
の
は
明
治
・

大
正
時
代
、
パ
リ
の
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
に
江
戸
の

小
袖
や
着
物
の
ス
タ
イ
ル
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
絹
織
物
の
ま
ち
リ
ヨ

ン
で
は
、
日
本
風
の
模
様
が
織
ら
れ
、
パ
リ
モ

ー
ド
を
作
り
上
げ
て
い
た
こ
と
を
美
術
館
な
ど

で
見
る
に
つ
け
、
洋
装
の
世
界
に
も
十
日
町
織

物
の
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
感
心
し

ま
す
。
ま
た
十
日
町
の
着
物
が
そ
ん
な
歴
史
に

支
え
ら
れ
、
創
造
さ
れ
て
織
ら
れ
て
い
た
の
だ

と
知
る
と
、
着
物
も
洋
服
も
装
う
の
が
楽
し
く

な
り
ま
す
。
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英
語
力
を
高
め
世
界
へ

高野美紀1子さん

　（稲荷町2）

ス
キ
ー
指
導
で
故
郷
に
恩
返
し

池田大輔さん
　（北原）

　
こ
の
春
に
川
西
高
校
を
卒
業
し
、
5
月
中
旬
に
渡
米
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
あ
る
語
学
学
校
に
進
む
予
定
で
す
。
今
は
希
望
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
、
渡
航
準
備
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
高
校
1
年
の
時
に
英
語
の
弁
論
大
会
で
準
優
勝
し
、
そ
の
報
償
で

夏
休
み
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
ー
か
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
自
分
の
語
学
力
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
さ

ら
に
上
達
し
た
い
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
授
業
以
外
に
も
英
会
話
教

室
、
音
楽
、
映
画
な
ど
を
通
じ
英
語
と
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
私
の
夢
は

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
み
、
将
来
は
語
学
力
を
活
か
し
た
仕
事
に
つ
く
こ

と
で
す
。
夢
の
実
現
に
向
け
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　
3
月
に
八
海
高
校
体
育
科
を
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。
こ
の

春
か
ら
は
故
郷
を
離
れ
、
栃
木
の
自
動
車
整
備
学
校
に
学
び
ま
す
。
高
校

で
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
授
業

の
一
環
と
し
て
登
山
や
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な

ど
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
故
郷
十
日
町
は
山
や
自
然

が
豊
富
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
大
変
恵
ま
れ
た
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ほ
く
ほ
く
線
も
通
っ
て
通
学
に
も
帰
郷
に
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
今
後
は
寮
生
活
に
な
り
戸
惑
う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
腕
の

い
い
整
備
士
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
将
来
は
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
恩
返
し
と
し
て
ス
キ
ー
の
指
導
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

吉
脊差グh

ヴー

グ
⑯

　　　　　遜　　　　難　　　轍懸
嚇

囎聾

～

・一灘

欝i
踊

北鞭灘接罎｝愚鵜
皆さんに顔を覚えていただき、毎日一声かけて

もらえることがうれしいですね。また改札は

年末やお盆になると懐かしい顔を待つ人たち

で混みあいます。そんな時は駅全体が笑顔に

あふれ、ほのぼのとした雰囲気に包まれます。

ほ畿簸環禦騰嶽総
毎日を過ごしています。将来は運転士になって、

多くの人たちの笑顔を運べれば最高ですね。

私等饗載器寡垂贈蕩嬬鍵

ろうと思っています。免許がとれたら、仲問

と一緒に能登半島一周ツーリングにでかけた

いですね。また夏にはインラインスケートに

も挑戦します。熱帯魚やスノーボードも合わ

せると、時間がいくらあっても足りません。

※多彩な趣味で、青春真っ只中の岩田さんからの紹介

　で、次回は根津美音里さんにバトンタッチ。

　　　♂

ヤ9娩
十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

引
智
0
3
，
3
5
4
6
，
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

葛
飾
区
新
潟
県
人
会

新
年
会
を
盛
大
に
開
催

　
東
京
は
例
年
に
比
べ
て
雪
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ま
も
な
く

桜
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
4
月
5

日
㈲
、
大
好
き
十
日
町
会
主
催
の

「
上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー
」
で
十

日
町
の
方
々
と
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
以
前
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
、

中
里
村
出
身
（
現
在
、
実
家
は
下

条
）
で
葛
飾
区
に
お
い
て
金
型
工

場
を
経
営
さ
れ
て
い
る
鈴
木
益
雄

さ
ん
か
ら
葛
飾
区
新
潟
県
人
会
の

新
年
会
が
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る

と
聞
き
、
鈴
木
さ
ん
に
参
加
さ
せ

て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

同
会
の
顧
問
を
さ
れ
て
い
る
鈴
木

さ
ん
の
口
添
え
で
、
2
月
1
4
日
㈹

に
開
催
さ
れ
た
新
年
会
に
出
席
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
員
5
6
0
人
の
内
、
約
2
0

0
人
が
出
席
し
た
盛
大
な
会
で
し

た
。
開
会
ま
も
な
く
会
旗
が
会
場

に
入
場
し
て
き
た
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
同
じ
区
に
住
み
、
皆
さ
ん

お
知
り
合
い
ら
し
く
大
変
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
会
で
し
た
。

　
会
員
に
は
十
日
町
市
出
身
の
方

も
2
0
人
位
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
す
。
「
私
の
兄
は
以
前
市
議
会
議

員
を
し
て
い
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る

お
花
茶
屋
に
お
住
ま
い
の
橋
本
浅

治
さ
ん
、
「
甥
が
市
役
所
に
勤
め
て

い
る
」
と
踊
り
の
姿
を
し
て
い
る

細
田
に
お
住
ま
い
の
池
田
朝
子
さ

ん
の
中
条
出
身
の
お
二
人
に
お
会

い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
皆
さ
ん
の
前
で
ご
あ
い

さ
つ
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
席
者
全
員
に
十
日
町
と
雪
ま
つ

り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

し
た
。
司
会
者
か
ら
は
「
十
日
町

市
が
、
5
月
3
日
（
そ
の
後
4
月

26

日
に
変
更
）
の
葛
飾
区
子
供
の

祭
り
に
雪
を
提
供
す
る
こ
と
や
、

5
月
31
日
に
帝
釈
天
の
柴
又
祭
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
な

ど
積
極
的
に
葛
飾
区
に
交
流
を
も

ち
か
け
て
い
る
」
と
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
役
員
の
方
か
ら
、
「
5
月

の
総
会
に
は
、
都
合
が
つ
い
た
ら

市
長
さ
ん
か
ら
も
ご
出
席
い
た
だ

き
た
い
」
と
要
請
を
受
け
、
再
会

を
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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歳
は
国
民
年
金
の

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
2
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
国

民
年
金
加
入
の
手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
。

国
民
年
金
に
は
、
2
0
歳
か
ら
6
0
歳
未
満
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。
学
生
も
加

入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
「
満

額
の
年
金
」
を
受
け
る
た
め
に
、
ま
た
病

気
や
け
が
な
ど
で
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
た
め
に
、
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
と
、
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
雛
就
職
し
た
ら
種
別
変
更
届

H
学
生
は
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
就
職
し
て

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
た
ら
、

第
2
号
被
保
険
者
と
な
り
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
を
怠
る
と
、
二
重
に
加
入

し
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
不
都
合
が
生

じ
ま
す
（
学
生
以
外
の
加
入
者
の
場
合
も

同
じ
で
す
）
。
届
け
出
に
は
年
金
手
帳
、
会

社
発
行
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
等
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
獲
保
険
料
の
免
除
制
度

口
経
済
的
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

金
●

難
な
場
合
は
、
未
納
に
し
て
お
く
の
が
一

番
不
利
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
免

除
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
学
生
の
場

合
は
、
免
除
申
請
書
に
在
学
証
明
書
、
親

元
の
所
得
証
明
書
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
獲
口
座
振
替
が
便
利
で
す
H
口

座
振
替
は
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
毎
年

自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
毎
月
の

納
め
る
手
間
が
は
ぶ
け
る
だ
け
で
な
く
納

め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や

郵
便
局
の
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
年
金
手
帳
や
納
付
書
、
預
金
通
帳
、

貯
金
通
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
老
後
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
も
安
心
で
き

る
備
え
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
納
め
る

保
険
料
は
、
あ
な
た
自
身
の
将
来
を
支
え

ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
霧
問

合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

4
月
1
0
日
囲
は
老
齢

福
祉
年
金
の
支
払
い
日

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
4
月
1
0
日

働
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら
老
齢
福
祉
年

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先

は
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
郵
便
局
で
す
。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
8
月
に
支
払
わ

れ
る
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
笏
受
け
取
る
人
H
本
人
ま
た

は
代
理
人
徽
持
参
す
る
物
H
①
老
齢
福
祉

年
金
証
書
②
証
書
に
押
し
て
あ
る
印
鑑
徽

そ
の
他
H
4
月
1
0
日
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
1
3
日
～
1
7
日
の
間
に
受
け
取
り
、

年
金
証
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。
雛

問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

提
出
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
料
申
告
書

　
国
民
健
康
保
険
料
（
以
下
、
保
険
料
）

を
適
正
に
計
算
す
る
た
め
に
、
加
入
者
全

員
の
平
成
9
年
中
の
所
得
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加
入
世
帯

の
世
帯
主
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
料
申
告

書
」
（
以
下
、
申
告
書
・
市
民
生
活
課
国
保

係
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
料

は
所
得
に
応
じ
て
、
3
段
階
の
割
合
で
均

等
割
・
平
等
割
を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
に
は
所
得
の
有
無
に
関
係

な
く
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
は
、
住
民
税
で

は
特
別
控
除
が
あ
り
課
税
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
は
特
別
控
除
を

適
用
し
な
い
で
計
算
し
ま
す
。
譲
渡
所
得

の
あ
っ
た
人
で
税
申
告
し
て
い
な
い
人
も

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
霧
提
出

不
用
の
世
帯
主
H
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
世
帯
員
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
の
提
出
は
不

要
で
す
。
①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
②
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
た
人

③
給
与
・
公
的
年
金
収
入
の
み
の
人
雛
保

険
料
が
減
額
さ
れ
る
世
帯
H
世
帯
主
と
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
の

所
得
の
合
計
額
で
判
定
。
▼
7
割
軽
減
対

象
世
帯
〈
3
3
万
円
以
下
の
世
帯
〉
▼
5
割

軽
減
対
象
世
帯
〈
2
4
万
5
千
円
×
（
世
帯

主
を
除
く
加
入
者
数
）
＋
3
3
万
円
以
下
の

世
帯
〉
▼
2
割
軽
減
対
象
世
帯
く
3
5
万
円
×

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
数
）
＋
3
3
万
円

以
下
の
世
帯
V
霧
持
参
す
る
物
“
①
印
鑑

②
平
成
9
年
中
の
収
入
を
証
明
で
き
る
書

類
笏
提
出
先
・
問
合
せ
目
4
月
2
2
日
㈱
ま

で
に
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

学
生
の
た
め
の

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
証

　
進
学
の
た
め
、
市
外
で
家
族
と
離
れ
て

生
活
す
る
人
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を
示

す
こ
と
で
、
親
元
の
国
民
健
康
保
険
証
を

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雛
持
参
す
る
も
の
H
国
民
健
康
保
険
証
・

印
鑑
・
在
学
証
明
書
（
ま
た
は
学
生
証
の

写
）
雛
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

1
日
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

平
成
1
0
年
度
実
施
の
1
日
人
間
ド
ッ
ク

で
は
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
受
診
者
に

対
し
、
総
費
用
（
税
込
）
の
6
割
を
国
民

健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。
受
診
を
希
望

す
る
人
は
、
市
民
生
活
課
国
保
係
（
4
番

窓
口
）
に
直
接
、
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。　
な
お
、
募
集
定
員
は
3
百
人
で
す
。
定

員
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
と
し
ま
す
。

雛
受
付
で
き
る
人
H
①
十
日
町
市
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
②
国
民
健

康
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
③
昭
和
3

年
4
月
2
日
～
34
年
4
月
1
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人
④
住
民
健
診
を
受
け
て
い
な
い

人
雛
受
付
開
始
日
H
4
月
1
日
㈱
か
ら
雛

持
参
す
る
も
の
”
①
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
②
印
鑑
雛
実
施
機
関
・
助
成
後
の

自
己
負
担
額
“
①
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学

協
会
（
県
立
十
日
町
病
院
前
）
“
1
5
、

1
2
0
円
（
た
だ
し
、
子
宮
が
ん
検
診
者

は
1
5
、
9
6
0
円
）
②
厚
生
連
中
条
病

院
髄
1
3
、
4
0
0
円
（
男
性
の
み
受
付
）

③
㈲
小
千
谷
総
合
病
院
”
1
5
、
1
2
0

円
④
㈹
新
潟
県
健
康
管
理
協
会
“
1
4
、

7
0
0
円
雛
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保

係
へ
。
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平
成
9
年
度
に
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
し
た
飼
い
主
に
は
注
射
済
票
交
付
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
訂

正
部
分
は
赤
字
で
記
入
し
、
必
ず
押
印
し
．

都
合
の
よ
い
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
初
め
て
犬
の
登
録
及
び
狂
犬

病
予
防
注
射
を
す
る
飼
い
主
は
、
各
会
場

で
申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
犬
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
か
ら

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

霧
持
参
す
る
も
の
H
①
申
請
書
（
押
印
済

　
み
の
も
の
）
②
料
金
③
印
鑑
（
新
規
登

録
の
み
）

笏
料
金
（
1
頭
に
つ
き
）
H
①
継
続
飼
い

　
主
（
平
成
9
年
度
に
犬
の
登
録
済
の
場

　
合
）
3
、
1
0
0
円
（
注
射
済
票
交
付

　
手
数
料
、
注
射
技
術
料
）

②
新
規
飼
い
主
（
初
め
て
登
録
す
る
場

　
合
）
6
、
1
0
0
円
（
鑑
札
交
付
手
数

　
料
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料
、
注
射
技

術
料
）

※
宅
診
料
金
、
訪
問
料
金
の
場
合
は
集
合

　
注
射
料
金
以
上
に
な
り
ま
す
。

ー
大
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ー

◎
散
歩
の
際
は
犬
の
糞
の
後
始
末
の
用
具

　
を
携
帯
し
、
糞
は
紙
で
包
み
燃
え
る
ご

　
み
と
し
て
、
屋
内
犬
用
ト
イ
レ
材
料
は

　
埋
立
て
ご
み
と
し
て
分
別
し
て
処
分
し

　
ま
し
ょ
う
。

〈平成10年度・犬の登録と狂犬病予防注射日程〉

◎
飼
い
主
不
明
の
犬
の
死
亡
事
故
が
増
え

　
て
い
ま
す
の
で
、
首
輪
に
は
鑑
札
を
付

　
け
ま
し
ょ
う
。

◎
死
亡
犬
は
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設

　
組
合
で
焼
却
で
き
ま
す
。
（
手
数
料
2
0

　
0
円
）

◎
犬
が
死
亡
ま
た
は
い
な
く
な
っ
た
ら
、

　
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
ま
た
は
十
日

　
町
保
健
所
衛
生
環
境
課
（
智
5
7
1
2
4

　
0
0
）
へ
。

期田 会　場　名 時　間

十日町保健所 9＝30～11二30

吉　田　集　会　所 13＝30～13二50

4／7
（火）

十日町市就業改善

　　　センター
14＝00～14＝20

高　島　集　会　所 14＝30～14二40

真　田　小　学　校 14＝50～15＝00

下条上新田分館 10＝00～10二20

下条地区公民館 10二30～11二〇〇

4／8 東下組保育所 11二20～11＝30

㈱ 新水克雪センター 13二30～13二50

中条地区公民館 14二10～14二50

上　原　集　会　所 15二〇〇～15二20

十日町市民体育館 10二30～11：30

4／10 羽　　根　　川　　荘 13二30～13二50

働 八　箇　小　学　校 14＝20～14二30

赤　倉　小　学　校 15二〇〇～15二10

4／14
（㈹

大井田コミュニ

　ティーセンター
野　中　小　学　校

水沢地区公民館

10二30～11二30

13二30～13＝40

14二〇〇～15＝00

平　　　成　　　園 15二10～15＝30

4／26
（日〉 十日町市役所 9＝30～11＝30

下水道受益者負担金・分担金の

前納報奨盒制度が変わります

霧改正時期＝10年7月から

霧改正内容＝下水道受益者負担金・分担

金は5年間で納付していただいています

が、徴収初年度第1期の納期までに全額

一括納付した場合、5．5％を乗じた額を前

納報奨金として交付します。

霧改正理由＝①下水道事業開始以来20年

以上経過し、算定率が市場金利より高率

であること②9年度から市民税・固定資

産税の前納報奨金が廃止されたことです。

ご理解くださるようお願いします。

【現在納付されている方にお願い】

　次の区域の受益者は10年第1期（6月）

が前納報奨金の現行制度利用の最後の機

会になります。11年度以降の第1期に残

額一括納付または、1年度分前納納付さ

れても前納報奨金は交付されません。

〉対象負担区・分担区…新座負担区、中

央第2負担区（西本町2）、川治負担区（川

治上町、中村）、南部分担区（太田島、土

市、新宮、幸町）、馬水分担区（馬場4）

※この地区の受益者の方には後日説明会

を開催します。

〉窓口納付されている方へ…6月の納付

書で選択して納付してください。

〉口座振替契約をしている人で残額一括

納付等を希望する人は、4月末日までに

下水道課へお申し出ください。

霧問合せ＝下水道課（費52－7441）へ。

米
穀
小
売
販
売
業
の
登
録
受
け
付
け

　
平
成
7
年
n
月
に
施
行
さ
れ
た
「
主
要

食
料
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
1
0
年
度
の
米
穀
販
売
業

の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

霧
受
付
期
間
H
4
月
1
日
㈱
～
3
0
日
㈱
雛

受
付
場
所
H
新
潟
県
魚
沼
農
政
事
務
所

（
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
大
塚
新
田
9

1
i

4
）
霧
手
数
料
H
1
店
舗
9
千
円
（
以
降

1
店
舗
増
す
ご
と
に
5
千
円
加
算
・
新
潟

県
収
入
証
紙
で
）
纏
そ
の
他
“
計
画
流
通

米
を
販
売
す
る
場
合
は
登
録
が
必
要
で
す
。

計
画
外
流
通
米
の
み
を
扱
う
場
合
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
霧
問
合
せ
H
新
潟
県
魚
沼

農
政
事
務
所
経
済
課
（
智
0
2
5
7
9
1

2
1
4
2
1
1
）

～みんなの手で生み出す緑すてきな未釆～

　　　こ協力ください「緑の募金」
欄4一、4『一｝u一　一隅恥u♂「77凸一　　　ぷ蝿穂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国士緑化キャンベーン・ら「緑の募金」が実施されます。市内小・中学校の

二よる募金活動や嘱託員さんを通じて各家庭にお願いする家庭募金な

集まった募金は学校・公園などの緑化に役立てられます。昨年は市

　〈平成9年度県内実績〉　　　　　　　内で約150万円、県内で約

ξ林造成保育7校（8．・4h・）　幣癖朧翻ヒ7，700万円の募金が寄せ

i緑化86校（1・622器1％　　　3・3％られました．

推進機構　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年も市民の皆さんの

α7％　　　　　　　　　公園公共施設　　　　ご協力をお願いします。

　　　　鵜繍　鷹欝　　※平成9年度の市内の
　　　lll鱗　脇緑の　　r緑の募金記念植樹実
　　　　懸6％　　　　少年団育成　　　　　績」は、箇所数で4か
　　　　　　　　　　50団9．1％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所、本数で29本（サク

ー　　　　　　　　奉仕団体　　　　　　　　　　ラ、ツバキなど）にな
　　　　　　　　募金推進費　　　自
　　緑化推進緑の　8．9％　　普及旦伝啓発費　　っています。

灘鱗、繕　　2’9％

　4月1日から「緑の募金」が実施這

児童・生徒による募金活動や嘱託員

どが行われ、集まった募金は学校・

　　　　　　　　〈平成9年度県内実

　　　　　学校林造成保育7校（8．04ha）
　　　　　校庭緑化86校（1，622本）

　　　　　　　　　　　　　6．8％

　　　国土緑化推進機構
　　　交付金　0．7％

　　　　　　　　　　　緑の羽根
　　　　　　　　　　　記念植樹
　　　　　　　　　　　326か所
　　　　　　　　　　　（2，659本）
県！、地方　　　　　重6．6％　　メ潔
鑑

県
植
7

藻萎灘驚

ボランティア事業、
緑化相談員事業、
緑化苗木市等　　3．8％
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罵　■

相談コーナー

①定例行政相談　　　　4月10日囲

②交通事故相談　　　　4月13日（月）

③巡回内職相談　　　　4月17日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤
4月9日㈲　高橋信行弁護士

　　23日㈲　桜井陽一弁護士

午後1時30分～午後4時
会場：市役所市民相談室

電話で市民生活課へ要予約。

ヲL～ホ，サーじス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57ロ0500
雷くらしのダイヤル

　　　025－285－7000
4〆6～4／13　契約とは

4113～4／20気を付けよう！マルチ・

　　　　マルチまがい商法

4辮0～継27消費生活相談事例

　　　　～マルチ・マルチまがい

　　　　商法～

4擁27～5茄　金融商晶の選び方と自己

　　　　責任

獺

か
け
ま
せ
ん
か

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
4
月
1
6
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～

11
時
3
0
分
籔
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

雛
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係

へ
。
※
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
、
子
供
た
ち

と
遊
ん
で
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

第
1
2
回
市
民
演
劇
ま
つ
り

霧
目
時
・
出
演
H
3
月
2
9
日
㈲
午
後
1
時

～
“
劇
団
G
O
K
U
R
A
K
U
本
舗
、
4

月
4
日
㈲
午
後
7
時
～
・
5
日
㈲
午
後
1

時
～
”
劇
団
御
の
字
霧
場
所
H
市
民
会
館

ホ
ー
ル
霧
入
場
料
H
1
公
演
6
百
円
（
前

売
5
百
円
、
前
売
券
は
市
内
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
）
小
学
生
以
下
無
料
籔
問
合
せ

H
公
民
館
本
館
（
智
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

郵
便
局
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ザ
ー

霧
日
時
H
3
月
2
9
日
㈲
午
前
n
時
～
午
後

2
時
（
ほ
く
ほ
く
線
開
業
1
周
年
記
念
「
ふ

る
さ
と
芸
能
大
会
」
に
併
せ
て
実
施
）
霧

場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
霧
問
合
せ
H
十
日
町
郵

便
局
総
務
課
（
費
52
1
2
3
9
1
）
へ
。

※
売
り
上
げ
金
は
福
祉
事
業
な
ど
に
寄
付

さ
れ
ま
す
。

98

十
日
町

，

　
　
き
も
の
総
合
求
評
会

霧
日
時
U
一
般
公
開
”
4
月
n
日
㈹
・
1
2

日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、

12

日
は
午
後
3
時
ま
で
）
纏
場
所
H
総
合

体
育
館
・
武
道
館
霧
入
場
料
日
無
料
※
4

月
1
0
日
働
午
後
2
時
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
で
記

念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
講
師
は
㈱
さ

が
美
・
代
表
取
締
役
石
田
敏
彦
氏
（
入
場

無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整

理
券
は
織
物
組
合
に
あ
り
ま
す
）
霧
問
合

せ
H
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
（
奮
5
7

－
9
1
1
1
）
へ
。

羅
灘
．
縷
、
ー
鱒
灘

　
　
　
灘
、
．
、
　
・
、
灘

　
　
麟
　
、
㎜
畿
雛
鍵
灘

　
　
麗
ー
　
難

　
　
ー
騰
騨
駿
羅

馴
囎
蟹
灘

鍵
騨
灘
薫
、
麟

　
　
　
　
　
灘
離
難
澱

響欝

◆
断
酒
友
の
会
十
日
町
例
会
　
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ
わ
し
て
い
る

人
、
断
酒
例
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

断
酒
し
て
い
る
人
が
集
い
、
自
分
の
体
験

談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
笏
日
時
H
4
月
2
5
日
ω
午
後
7
時
～

9
時
笏
場
所
H
公
民
館
本
館
笏
間
合
せ
H

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
ま
た
は
断
酒
友

の
会
会
長
岩
田
繁
費
0
2
5
8
1
8
3
－
5

　
　
　

鍵
麟

　
　
　
縷

灘
　
　
幾

　
雛
　
　
麟
欝

譲
　
　
麟
　
　
叢

　
　
　
　
　
　

　
　
　
も
　
　
　
が

　
　
　
灘
　
　
　
・

麟
繋
薯
醸

コ
ー
コ
ー

『
信
く
信
く
線
⑫

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
百
景

　
　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
で
実
施
し
た
平
成
9
年
度
沿

線
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
結
果
が
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
81
点
。
沿
線
の
1
8
市
町
村
か
ら
64
点
、
県
内
か
ら
6
点
、

県
外
か
ら
は
11
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
主
催
者
側
か
ら
協
議
会
事
務
局
長
、
協
賛
者
か
ら
新
潟
フ

ジ
カ
ラ
ー
六
日
町
事
業
所
の
市
川
所
長
、
北
越
急
行
㈱
か
ら
大
熊
専
務
取

締
役
の
3
人
で
、
3
月
2
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
開
業
1
周
年
を
迎
え
た
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
コ
ン
コ

ー
ス
で
、
4
月
6
日
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

☆
最
優
秀
賞
（
1
点
y

　
朝
霧
湧
く
／
茂
野
誠
一
郎
（
川
西
町
）

☆
優
秀
賞
（
4
点
）

　
八
海
山
／
福
崎
均
（
十
日
町

　
市
）
、
茶
会
／
村
竹
正
三
（
十

　
日
町
市
）
、
夕
照
の
ほ
く
ほ
く

　
線
／
板
場
孔
寿
（
津
南
町
）
、

　
雪
の
花
／
樋
口
芳
一
（
中
里

　
村
）

☆
入
賞
（
1
5
点
）

　
朝
霧
／
荻
野
均

　
　
（
群
馬
県
太
胡
町
）
ほ
か

☆
ほ
く
ほ
く
線
特
別
賞

　
快
走
ス
ノ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
／

　
　
　
原
澤
喜
一
（
塩
沢
町
）
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0
1
5
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
日
4
月
P
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
嵯
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
“
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
樗
4
月
2
1
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
日
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
ロ
山
下
医
師
（
中
条

病
院
）
笏
問
合
せ
ロ
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
　
笏
募
集
住
宅

H
①
黒
沢
市
営
住
宅
1
戸
（
6
畳
1
室
・

3
畳
1
室
・
D
K
、
8
、
7
0
0
円
～
）

②
新
座
県
営
住
宅
－
戸
（
6
畳
1
室
・
4
・

5
畳
1
室
・
台
所
、
8
、
2
0
0
円
～
）

勿
募
集
期
間
”
3
月
2
5
日
㈱
～
4
月
1
0
日

樹
笏
問
合
せ
“
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室

建
築
住
宅
係
へ
。

◆
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
　
笏
資
格
目

満
2
0
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
人
で

信
濃
川
ま
た
は
魚
野
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の
あ
る
人
笏
任

期
日
1
0
年
7
月
か
ら
1
年
間
笏
募
集
人
員

“
若
干
名
笏
応
募
方
法
0
5
月
31
日
ま
で

に
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ

ー
希
望
」
と
書
き
込
み
、
信
濃
川
工
事
事

務
所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

募
集
」
係
（
〒
脚
i
O
O
9
8
長
岡
市
信

濃
1
1
5
－
3
0
智
0
2
5
8
i
3

2
1
3
0

2
0
）
へ
。

◆
1
0
年
度
県
高
齢
者
大
学
学
生
募
集

勿
募
集
講
座
H
教
養
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ワ
ー
プ
ロ
笏
実
施
時
期
”
6
月
～
1
0

月
笏
場
所
目
新
潟
市
、
長
岡
市
、
上
越
市

笏
応
募
資
格
杜
県
内
在
住
の
概
ね
6
0
歳
以

上
の
人
笏
申
込
み
H
4
月
2
4
日
働
ま
で
に

働
新
潟
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
（
智
幡
ー

踊
ー
1
4
0
0
）
へ
。
※
入
学
案
内
書
は

健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

◆
総
合
体
育
館
・
武
道
館
の
利
用
制
限

　
4
月
5
日
⑭
～
1
2
日
㈹
ま
で
の
間
、
「
十

日
町
織
物
総
合
求
評
会
」
の
準
備
と
開
催

『ふれあいテレホンガイド』

　　4月から廃止します

　平成5年度から始めました「テレ

ホンガイド費52－7111」を、4月か

ら廃止します。理由は、ここ数年利

用件数が減少していることと、利用

項目が限定されていることからです。

　利用の一番多い「災害時の緊急情

報」については消防署に直接電話し

てください。二番目に多い「休日救

急医」をはじめ保健関係の健診日程

等は市報25日号でお知らせします。

　なお、休日・夜聞等の閉庁時につ

いては日直職員、当直員が応対して

いますので燈57－3111へ連絡くださ

恥◎

「災害時の緊急惰報」は、十日町地

域消防署費57－1555へ。

の
た
め
、
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
・
ラ

ン
ニ
ン
グ
走
路
・
武
道
館
の
剣
道
場
・
柔

道
場
・
空
手
道
場
が
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
勿
問
合
せ
H
総
合
体
育

館
（
智
52
－
3
4
7
7
）
へ
。

◆
新
規
学
校
卒
業
者
求
人
受
理
説
明
会

笏
日
時
H
4
月
2
2
日
㈱
午
後
1
時
3
0
分
～

笏
場
所
”
ク
ロ
ス
ー
0
笏
内
容
H
最
近
の
雇

用
失
業
情
勢
、
n
年
3
月
新
規
学
卒
者
の

募
集
手
続
き
ほ
か
笏
問
合
せ
ロ
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
十
日
町
（
盈
5
7
1
2
4
0
7
）
へ
。

※
就
職
協
定
の
廃
止
に
よ
り
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
修
学
校
の
求
人
を
4
月
1
日
㈱

か
ら
受
理
し
ま
す
。
採
用
計
画
を
早
め
に

た
て
、
求
人
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
4
月
か
ら
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
労
働

1
1
0
番
」
が
ス
タ
ー
ト

　
労
政
事
務
所
で
は
、
労
働
問
題
全
般
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
賃
金
、

労
働
時
間
、
解
雇
な
ど
で
お
困
り
の
人
は

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
笏
受
付
期
問
H
平
日
の

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
（
時
間

外
は
留
守
番
電
話
で
2
4
時
間
受
付
）
勿
相

談
ダ
イ
ヤ
ル
H
長
岡
労
政
事
務
所
（
費
0

2
5
8
1
3
7
i
6
1
1
0
）
へ
。

◆
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
入
場
券
販
売
中
　
笏
販
売
所
H
㈱
農
協

観
光
十
日
町
市
旅
行
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
観

光
㈱
十
日
町
営
業
所
、
共
立
観
光
㈱
、
越

後
交
通
㈱
十
日
町
営
業
所
、
㈲
ホ
ワ
イ
ト

旅
行
、
㈲
信
栄
観
光
、
県
職
員
生
活
協
同

組
合
十
日
町
売
店
、
ジ
ャ
ス
コ
㈱
十
日
町

店
、
読
売
新
聞
十
日
町
専
売
所
、
新
潟
日

報
十
日
町
店
※
4
月
以
降
は
セ
ブ
ン
イ
レ

⑫

「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
と

「
な
ご
み
の
家
」
を
開
設

　
新
た
に
障
害
者
の
た
め
の
施
設

「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
と
「
な
ご
み

の
家
」
が
塚
原
町
（
十
日
町
保
健

所
近
く
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
は
、
精
神

障
害
者
で
、
作
業
能
力
が
あ
り
、

雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
た

ち
へ
の
仕
事
場
の
提
供
と
、
社
会

復
帰
の
促
進
を
図
る
の
が
ね
ら
い

の
入
所
型
施
設
で
す
。
総
事
業
費

は
約
3
億
3
千
万
円
、
延
面
積
は

ー
、
2
1
1
㎡
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
3
階
建
で
す
。
1
階
は
車
庫
、

2
階
は
作
業
所
・
休
養
室
・
相
談

室
・
事
務
室
、
3
階
は
定
員
2
0
人

の
宿
泊
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
撚
糸
加
工
、
染
料
の
ビ

ン
洗
い
、
キ
ノ
コ
の
仕
上
加
工
な

ど
を
行
い
ま
す
。
今
後
、
精
神
障

害
者
の
相
談
や
、
家
族
会
、
支
援

者
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
の
完
成
に

よ
り
、
川
治
の
通
所
作
業
所
「
な

か
さ
わ
作
業
所
」
は
廃
止
に
な
り
、

通
所
者
は
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
に

通
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
福
祉
施
設
は
、
精

神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
「
な
ご

み
の
家
」
で
す
。
定
員
4
0
人
で
主

に
知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
、
就

業
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
社
会

復
帰
を
目
指
す
た
め
の
施
設
で
す
。

総
事
業
費
は
、
約
3
億
円
で
一
部

2
階
建
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

延
面
積
は
7
8
6
㎡
で
す
。

　
1
階
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業

を
行
う
「
作
業
所
」
、
ク
ッ
キ
ー
や

パ
ン
を
製
造
す
る
「
菓
子
製
造
室
」

な
ど
の
授
産
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、

食
堂
、
休
憩
室
、
事
務
室
な
ど
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
階
に
は
「
会
議
室
」
の
ほ
か

に
「
喫
茶
室
」
が
設
け
ら
れ
、
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
む
こ
と
や
、
「
な

ご
み
の
家
」
自
家
製
の
ク
ッ
キ
ー

な
ど
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
な
ご
み
の
家
」
の
運
営
方
針

に
は
、
地
域
住
民
と
の
交
流
が
掲

げ
ら
れ
て
い
て
、
喫
茶
室
を
拠
点

に
、
多
く
の
市
民
の
人
た
ち
と
、

通
所
者
と
の
触
れ
合
い
が
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

雛
問
い
合
わ
せ

　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」

　
　
　
　
　
　
智
5

2
1
0
0
5
0

　
「
な
ご
み
の
家
」

　
　
　
　
　
　
智
5

2
i
5
2
1
2
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一
●

罵　　■

ブ
ン
チ
ェ
ー
ン
店
で
も
販
売
し
ま
す
。

◆
1
0
年
度
（
前
期
）
技
能
検
定
　
技
能
検

定
は
、
働
く
人
の
有
す
る
技
能
を
一
定
の

基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
公
証
す
る
技
能

の
国
家
検
定
制
度
で
す
。
技
能
検
定
に
合

格
す
る
と
特
級
、
1
級
及
び
単
一
等
級
は

労
働
大
臣
が
、
2
級
・
3
級
は
県
知
事
が

合
格
証
書
を
交
付
し
、
技
能
士
の
称
号
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

程〉〈日

受検申請の

受　　付

4／3㈹

～4／17㈹

実
技
試
験

問題公表 6／5㈹

実施
6／15（月）

～9／6（日〉

学科試験

8／23（日）

8／30（日）

9／6（日）

合格発表 10／2㈹

笏
問
合
せ
H
新
潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
盈
伽
ー
鵬
1
2
1
5
5
）
へ
。

籔
餅

轟
　
繕
加
し
ま
せ
ん
か

、
磯
．

灘

身
体
障
害
者
福
祉

　
　
セ
ン
タ
ー
体
験
通
所

饗
日
時
“
4
月
1
3
日
㈲
～
1
7
日
働
、
2
0
日

㈲
～
2
4
日
働
雛
場
所
“
十
日
町
市
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
霧
内
容
H
リ
ハ
ビ
リ
、

版
画
、
絵
画
、
硬
筆
、
陶
芸
、
手
芸
、
生

け
花
、
書
道
籔
参
加
資
格
H
郡
市
内
に
在

住
の
身
体
に
不
自
由
を
お
持
ち
の
人
で
、

ト
イ
レ
、
食
事
、
歩
行
な
ど
が
自
分
で
で

き
る
人
雛
参
加
費
H
無
料
（
た
だ
し
教
材

費
は
必
要
。
無
料
送
迎
も
行
い
ま
す
）
獲

申
込
み
H
参
加
を
希
望
す
る
日
の
前
日
午

前
中
ま
で
に
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
9
4
3
8
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん

　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

獲
日
時
・
内
容
H
4
月
8
日
㈱
”
春
の
お

花
見
弁
当
、
2
1
日
㈹
“
パ
ー
テ
ィ
ー
最
適

メ
ニ
ュ
ー
（
時
問
は
両
日
と
も
午
前
1
0
時

30
分
～
午
後
1
時
3
0
分
）
霧
場
所
H
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
雛
定
員
”
1
8
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
雛
参
加
費
“
5

百
円
雛
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
盈
52
1
3
1
0
7
）
へ
。

第
8
回
転
入
者
の
集
い

獲
日
時
¶
4
月
1
4
日
㈹
午
後
6
時
～
8
時

（
受
付
は
5
時
3
0
分
～
）
獺
場
所
H
ク
ロ

ス
ー
0
籔
参
加
費
H
3
千
5
百
円
（
当
日
徴

収
）
霧
申
込
み
H
4
月
7
日
㈹
ま
で
に
商

工
観
光
課
観
光
係
（
智
52
－
5
5
6
9
）

へ
。教
習
所
（
自
動
車
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
一
日
開
放

雛
日
時
H
4
月
1
1
日
㈹
午
前
9
時
～
正
午

霧
場
所
H
十
日
町
自
動
車
学
校
獲
定
員
H

20
人
（
た
だ
し
、
普
通
自
動
車
以
上
の
免

許
を
持
つ
人
）
霧
内
容
H
地
域
の
交
通
事

情
、
交
通
危
険
学
、
運
転
実
習
ほ
か
髪
申

込
み
口
十
日
町
自
動
車
学
校
（
智
5
7
－
4

1
4
5
）
へ
。

新潟県交通安全スローガン（通年）

　未来へとどけ／

　　願いのかけはし交通安全
※新入学児童（園児）を交通事故から守り

　ましょう。

　　　　　小さい手
スローガン　　大きく上げて

　　　　　　　　　　正しい横断

　　　　　子供と高齢者の交通事故防止
重　点
　　　　　シートベルトの着用の徹底

㊥難3

∠二7彰

一
市内の2月中の交通事故発生状況（）累計

奪 発生群数 負傷者数 死者数 物件事故数

10年 22（35） 22（37） 0（0） 47（138）

9年 13（25） 13（27） 1（2） 48（109）

　　　　毒　　　灘　　　譲　潔藤

　　　　　　　　s
　　　　　　t
　　　　膨　　璽

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報

　
～
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が

　
　
　
会
員
制
に
な
り
ま
す
～

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
が
7
月
1
日
を
め
ど
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
各
種

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
、
エ
ア

ロ
バ
イ
ク
な
ど
、
現
在
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
が
最
新
の
物
に
更
新

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
を
指
導
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
常
駐
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
い

つ
で
も
ご
相
談
・
ご
指
導
に
応
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
あ
な
た
に
合
っ
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員
制
」

に
よ
る
利
用
と
な
り
ま
す
。
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
も
の
。
安

い
料
金
で
、
皆
さ
ん
に
き
っ
と
満

足
い
た
だ
け
る
指
導
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
も
会
員
に
な
り
ま
せ

ん
か
．
”
？
ジ
駄

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
、
ム
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
、
！
　
　
　
ゆ
　
　
　
一

　
　
　
　
ゆ
の
　
ヤ
　
の
　
　
　
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
鉱
）
　
㍉
『
・

　
　
　
　
　
　
い
　
　
働
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
・
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
6
ミ

求
む
／
ト
レ
ー
一
一
ン
グ
室

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ト
職
員

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
い
、
受
付
・
指
導
用
務

を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
興

味
の
あ
る
人
、
や
る
気
の
あ
る
人

大
歓
迎
で
す
。

獲
給
与
目
時
給
（
規
定
に
よ
る
・
交

通
費
は
支
給
し
な
い
）
獲
条
件
H
1
8

歳
以
上
の
明
る
く
健
康
な
男
女

（
経
験
不
問
・
た
だ
し
高
校
生
は

除
く
）
獲
採
用
時
期
0
6
月
1
日

（
予
定
）
獲
勤
務
時
問
等
H
午
前

9
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時
（
週
2
～

3
回
勤
務
・
シ
フ
ト
制
・
1
回
に

つ
き
4
・
5
時
間
以
上
働
け
る
人
）

雛
申
込
み
H
4
月
2
4
日
働
午
後
5

時
ま
で
に
履
歴
書
を
持
参
の
上
、

体
育
課
（
総
合
体
育
館
内
・
盈
52

－
4
3
7
7
）
へ
。
※
申
込
み
の

際
に
面
接
を
し
ま
す
。
ま
た
、
5

月
末
に
、
申
し
込
ま
れ
た
人
へ
の

説
明
会
（
賃
金
規
定
、
シ
フ
ト
、

研
修
会
等
）
を
開
催
し
ま
す
。
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春
期
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）

　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

目
対
象
と
な
る
子
　
4
月
1
日
現
在
3
か

　
月
～
7
歳
半
に
該
当
す
る
子
で
、
過
去

　
未
接
種
か
1
回
の
み
の
子
。
※
接
種
日

　
現
在
7
歳
半
に
達
し
た
子
は
投
与
で
き

　
ま
せ
ん
。

・
投
与
の
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
で

　
2
回
接
種
し
ま
す
。
都
合
に
よ
り
間
隔

　
が
離
れ
た
場
合
で
も
2
回
受
け
て
く
だ

　
さ
い
。

■
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
　
①
発
熱
し

　
て
い
た
り
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る

　
子
②
過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
症
状

　
を
起
こ
し
た
子
③
下
痢
を
し
て
い
る
子

■
投
与
前
の
注
意
①
お
子
さ
ん
の
健
康

　
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
て
、
予
診
票
の

　
記
入
が
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ

　
さ
い
。
都
合
の
つ
か
な
い
と
き
は
、
あ

　
ら
か
じ
め
予
診
票
を
健
康
福
祉
課
に
取

　
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
②
投
与
前
は
、

健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
投
与
日
は
、
会
場
で
体
温
を
計
り
ま

す
。
④
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

を
必
ず
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
　
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

な
い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

市
町
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
　
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
■
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　
へ
。

〈日程表〉

地　区 期　　日

十日町

吉　田
4月7日（幻

川　治

六　箇

下　条

4月9日休）

中　条

水　沢
4月10日㈹

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種

　
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療

機
関
で
個
別
に
行
い
ま
す
。
毎
年
秋
に
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
春
に
変
更

し
ま
す
。

ロ
該
当
す
る
子
　
4
月
1
日
現
在
、
1
歳

　
半
～
7
歳
半
に
該
当
す
る
子
。
た
だ
し
、

　
す
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
子
、
ま
た

　
は
麻
し
ん
・
M
M
R
（
麻
し
ん
・
お
た

　
ふ
く
・
風
し
ん
）
の
予
防
接
種
を
受
け

　
た
子
は
除
き
ま
す
。

層
受
け
ら
れ
な
い
子
　
1
年
以
内
に
け
い

　
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
な
ど
。

　
慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
か
か
り
つ
け

　
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
4
月
6
日
㈲
～
1
5
日
㈱
午

　
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
（
土
・

　
日
曜
日
は
除
く
）

口
申
込
み
　
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の
う

　
え
、
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。
電

　
話
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

呵4月の休日救急医

5日（日）

池田医院（本町西1）盈52－2581
12日（日）

川西町診療所　（川西町）盈68－2034

上村病院　（中里村）盈63－2111
19日（日）

至誠堂医院（西浦町西）暦52－3276

26日（日）

山口医院（袋町中）盈52－2174
29日（水）みどりの日

大熊内科医院（山本町1）盈52－7066

むし歯のないよい歯の子
　2月の3歳児健診を受けた子32人

者
久
夫
　
久
一
男
一
夫

護
　
　
　
昇

保
良
三
　
俊
洋
光
才
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　

所
詣
黙
蔚
驚

住
盤
離
騙
醐

　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

　
樹
也
介
朗
平
伸
美
則

子
　
　
　
り
之
一

の
良
禾
　
　
宏
康
真
政

歯
　
　
　
佑
誠

凝
町
賀
根
林
澤
田
嶋
本

　
中
志
曽
小
倉
岡
小
山

4月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

15日
体）

午後1時

　～1時45分

6年10月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

30日
休）

午後1時

　～1時45分

8年10月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

22日
（水）

午後1時

　～1時30分

9年12月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

21日
（幻

午前9時15分

　　～10時

9年6月
生まれの乳児

麟雛希〕

　　　　　会場は保健センターです

2歳6か月児身体測定の日程が変更になります
　今まで毎月行われていた2歳6か月児身体測定は、

平成10年度から隔月になります。

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科検診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年11月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。5月の
　健診対象者に検査セット等を送付しますので、4月15
　日を過ぎても届かない人‘よ健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

4月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
6・13・20・27日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター

14日（火）

午前9時～11時30分

大井田コミュニテ有センター 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北 和　会 館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時30分～11時30分

羽 根　川 “
斗士

17日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

24日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係
※平成10年4月から飛渡地区公民館の開設時間が変更に
　なりました。

4月の献血車
◆全血献血　7日（幻（午前）十日町砂利㈱

　　　　　　　　　（午後）宇都宮製作所㈱

　　　　　22日㈱（午前）水沢公民館
　　　　　　　　　（午後）総合体育館

＊受付時間　7日の午前は10時～12時、午後は

　1時～3時。22日の午前は9時30分～11時15

　分、午後は0時30分～3時。

◆成分献血　15日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

27平成10年3月25日号
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　この別荘は、ヴァレ繋ナ市にあります。マグダラ（パレ

スチナのガリラヤ湖西岸の古代の町）の女性・マリアの名

前を付けた女子修道院とじて1208年に建てられました。長

く修道院として使われてきましたが1569年に閉められ、ヴ

ィッラ・モナステーロ甲というコモ貴族の手に渡り、その後

ドイツの富豪の建物になりました。

　第一次世界大戦が起きた翌年の1915年、ドイツとの国交

断絶によりイタリア政府は別荘を没収しました。その後、

1936年には湖地形学・水生生物学イタリアセンターとなり、

数年前からは水準の高い科学・文学ミーティング会場とし

て使われています。受け入れた科学者の中で一番有名な人

は、エンリーコ・フェルミ（1901～1954）という物理学の

分野でノーベル賞を受けたイタリアの原子物理学者です。

　ここは、すばらしい公園と景色が見どころで大勢の観光

客が訪れています。ツツジとシャクナゲが咲き誇るヴィッ

ラ・カルロッタ（9年11月紹介）と違い、バラとフウキギ

クが一面に開花します。また、樹齢300年のモクレンや、ヤ

シ、ユーカリ、マンダリン、グレープフルーツ、カンフル

（ダイダイ）の木々、熱帯植物が生い茂っています。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

〉 裏かぐや姫
　　　　　総合マクト
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もっと雪と遊びたいな

馬場小学校
珠田分校
漏．24

簾
趣

勲

．騒灘

鍵みわたりで信濃川の土手までの散策を楽

一　しみました。

　　3月5日は分校も参加してのスキー記録

　会。保護者の熱い応援にみんな燃えました。

　低学年は、地域の方のご好意でできた大き

　な雪山を活用し、雪ん子運動会を実施。

　　雪の中で強い心と体が育ってきた子供た

　ち。行く冬を惜しみながら、春も間近です。

　　チャイムが鳴り、休み時問。子供たちは

　ワーっと外へ飛び出し、残り少ない雪を惜

　しむかのようにスキーやそり遊びに熱中し

　ています。

　　当校の冬は学校周辺がすべて雪のグラウ

　ンドとなります。平地や坂など起伏に富ん

　だ地の利を生かし、1周1．5kmのコースでク

　ロカン・スキー授業を行ってきました。ま

　た5・6年全員がスキーの部活に励み、体

　を鍛えました。河岸段丘の急斜面は子供た

1ちのかっこうの遊び場で・駆け登っては滑

　り降り、スリルを体感。冷えこんだ朝はし

　
大
蔵
省
・
日
銀
幹
部
職
員
の
不
祥
事
が
相

次
ぐ
な
ど
、
日
本
の
官
僚
機
構
に
対
す
る
信

頼
は
完
全
に
崩
れ
落
ち
ま
し
た
。
東
大
法
学

部
を
頂
点
と
す
る
優
秀
な
人
材
で
構
成
さ
れ

る
キ
ャ
リ
ア
組
で
す
が
、
彼
ら
の
目
に
は
た
し

て
国
民
は
映
っ
て
い
る
の
か
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
国

民
（
市
民
）
で
す
。
こ
の
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が

な
ぜ
実
感
し
に
く
い
の
で
し
ょ
う
か
。
官
僚

機
構
の
根
底
に
は
「
優
秀
な
小
集
団
が
社
会

を
牽
引
す
べ
き
」
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
す
。

私
に
は
こ
の
思
想
が
、
「
国
民
主
権
」
と
い
う

原
則
ま
で
も
覆
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
十
日
町
市
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向
か
わ
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し
て
い
た
だ
き
、
市
は
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の
声
を
取
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入
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る
。
ま
さ
に
市
民
主
権
に

取
り
組
む
の
が
「
市
民
と
語
る
日
」
を
は
じ
め

と
す
る
広
報
広
聴
の
仕
事
で
す
。
担
当
係
に

は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
提
言
や
問
い

合
わ
せ
、
時
に
苦
情
も
い
た
だ
き
ま
す
。
全

提
案
を
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
地
域
住
民
の
力
で
行
政
を

動
か
し
、
住
み
よ
い
町
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を

実
感
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
は
じ
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て
広
報

広
聴
の
成
果
が
実
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
④

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
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り
す
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ら
し
い

明
日
を
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て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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